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Aruba 2930M マルチポートスイッチは、高性能スイッチドネットワークの構築に使用できます。 これらのスイッチは、高速

ネットワーキングのための待ち時間の少ないストアアンドフォワードデバイスです。 2930M スイッチは、現場で交換可能な冗

長電源、PoE（Power over Ethernet）技術、フルネットワーク管理機能、スタッキングモジュールスロット、および柔軟なアッ

プリンクポートスロットもサポートしています。

スイッチに 2930M スタッキングモジュールが搭載されている場合、最大 10 個の 2930M スイッチを高速バックプレーンケー

ブルで組み合わせて 1つの拡張仮想スイッチとして構成できます。 スタッキング情報の詳細については、スイッチOSバージョ

ンの「スタック情報とトポロジおよび HPE ArubaOS スイッチアドバンスドトラフィック管理ガイド」を参照してください。

これらのスイッチについては、このマニュアルで説明しています。

アクセサリリスト：

この章では、次の情報を含むこれらのスイッチについて説明します。

• スイッチの前面

o ネットワークポート

o 管理ポート

o LED

o ボタン

o 帯域外管理（OOBM）

o SFP サポート

• スイッチの背面：

o 電源および電源コネクタ

o アップリンクモジュールスロット

o 2930M スタッキングモジュール

• スイッチの機能

非 PoE スイッチ PoE + スイッチ

Aruba 2930M 24G 1- スロットスイッチ（JL319A） Aruba 2930M 24G PoE+ 1- スロットスイッチ（JL320A） 

Aruba 2930M 48G 1 スロットスイッチ（JL321A） Aruba 2930M 48G PoE+ 1- スロットスイッチ（JL322A）

Aruba 2930M 40G 8SR PoE+ 1- スロットスイッチ
（JL323A） 

Aruba 2930M 24SR PoE+ 1- スロットスイッチ（JL324A）

スタッキングモジュール / ケーブル 電源 アップリンクポートモジュール

Aruba 2930 2- ポートスタッキングモ
ジュール（JL325A）

Aruba X371 12VDC 250W 100-240VAC
電源（JL085A）

Aruba 3810M/2930M 1- ポート QSFP+ 
40GbE モジュール（JL078A）

Aruba 2920/2930M 0.5m
スタッキングケーブル（J9734A）

Aruba X372 54VDC 680W 100-240VAC
電源（JL086A）

Aruba 3810M/2930M 4 HPE スマート
レート 1G/2.5G/5G/10G PoE+ モ
ジュール（JL081A）

Aruba 2920/2930M 1m
スタッキングケーブル（J9735A）

Aruba X372 54VDC 1050W 110-240 
VAC 電源（JL087A）

Aruba 3810M/2930M 4- ポート 100M/
1G/10G SFP+ MACsec モジュール
（JL083A）

Aruba 2920/2930M 3m
スタッキングケーブル（J9736A）

第 1 章
2930M スイッチの概要
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スイッチの前面

図 1： すべての 2930M スイッチの前面

図 2： 2930M スイッチの例

表 1： すべての 2930M スイッチの前面：ラベルと説明

ラベル 説明

1 Aruba 2930M 24G 1- スロットスイッチ（JL319A）

2 Aruba 2930M 24G PoE+ 1- スロットスイッチ（JL320A）

3 Aruba 2930M 48G 1- スロットスイッチ（JL321A）

4 Aruba 2930M 48G PoE+ 1- スロットスイッチ（JL322A）

5 Aruba 2930M 40G 8SR PoE+ 1- スロットスイッチ（JL323A）

6 Aruba 2930M 24SR PoE+ 1- スロットスイッチ（JL324A）
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ネットワークポート

表 3： ネットワークポート

続く

表 2： 2930M スイッチ：ラベルと説明

ラベル 説明

1 スイッチポート LED

2 LED モードボタン

3 スピード、PoE *、Usr LED

4,5 リセット、クリアボタン

6 バックモジュールステータス LED

7 帯域外管理ポート

8 マイクロ USB コンソール

9 ユニット識別、グローバルステータス LED

10 RJ シリアルコンソール

11 USB / 補助ポート

12 デュアルパーソナリティ SFP ポート

* PoE モード LED は、PoE をサポートするスイッチモデルにのみ存在します。
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これらの製品は、オプションのネットワーク接続もサポートしています。

表 4： オプションのネットワーク接続、スピード、および技術

トランシーバのフォームファクタとコネクタ 1

スピード 技術 ケーブル接続

アップリンク

モジュール

コネクタ

SFP（mini-

GBIC）

コネクタ SFP+ コネクタ QSFP+ コネクタ

100 Mbps 100-FX ファイバ
（マルチモード）

- LC - -

1 Gbps 1000-T コッパー
（ツイストペア）

- RJ-45 - -

1000-SX ファイバ
（マルチモード）

- LC - -

1000-LX ファイバ（マル
チモードまたは
シングルモード）

- LC - -

1000-LH ファイバ（シン
グルモード）

- LC - -

1000-BX ファイバ（シン
グルモード）

- LC - -

10 Gbps 10-Gig ダイレク
トアタッチ

コッパー（二軸） - - 適用して
いません

-

10-Gig SR ファイバ
（マルチモード）

- - LC -

注：

1 すべての RJ-45 ポートは、「Auto-MDIX」をサポートしています。ストレートまたはクロスツイストペア
ケーブルを使用して、ネットワークデバイスをスイッチに接続できます。

2 SFP+ ポートは 100Mb（100-FX および 100-BX）、1G SFP および 10G SFP+ トランシーバをサポートします。
3 JL323A スマートレートポートは 1G/2.5G/5G/10G です。

4  JL324A スマートレートポートは 1G/2.5G/5G（10G サポートなし）です。
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管理ポート

コンソールポート

スイッチには、RJ-45 またはマイクロ USB の 2 つのシリアルコンソールポートオプションがあります。 これらのポートは、

Aruba X2C2 RJ45  -  DB9 コンソールケーブル（JL448A）（別売）または標準 Micro USB ケーブル（別売）を使用してコンソー

ルをスイッチに接続するために使用されます。 マイクロUSBコネクタが入力に優先します。 両方のケーブルが接続されている

場合、コンソール出力は RJ-45 ポートとマイクロ USB ポートの両方にエコーされますが、入力はマイクロ USB ポートからの

み受け付けられます。

コンソール接続の詳細については、「コンソール接続の設定」を参照してください。 コンソールは、VT-100 端末エミュレータ

または VT-100 端末を実行する PC またはワークステーションで使用できます。

10-Gig LRM ファイバ
（マルチモード）

- - LC -

10-Gig LR ファイバ（シン
グルモード）

- - LC -

10-Gig ER ファイバ（シン
グルモード）

- - - -

40 Gbps 40-Gig ダイレク

トアタッチ
1/3/5 m

コッパー（二軸） - - - 適用して
いません

40-Gig SR4 ファイバ
（マルチモード）

- - - MPO

40-Gig ESR4 ファイバ
（マルチモード）

- - - MPO

40-Gig LR4 ファイバ（シン
グルモード）

- - LC LC

スマートレート
1/2.5/5/10 Gbps

スマートレート コッパー
（ツイストペア）

- - -

1 サポートされるトランシーバについては、http://www.hpe.com/networking/support を参照してください。

• 最初のテキストボックスに J4858（100-Mb およびギガビット情報用）、J8436（10-Gigabit 情報用）、または JH231（40-
Gigabit 情報用）と入力します。

• ドロップダウンリストに表示されている製品を選択します。
• サポートセンターを選択します。 続いて［Manual］をクリックし、次に [View All] をクリックして [Transceiver Support

Matrix] を探します。

ケーブル配線と技術の技術的な詳細については、ケーブル配線と技術情報を参照してください。

USB コンソールポートドライバのダウンロード：マイクロ USB コンソールポートを使用する場合、接
続された PC には最初に「仮想 COM ポート」USB ドライバをインストールする必要があります。 USB
コンソールドライバは、www.hpe.com/networking/support から入手できます。 オートサーチテキストボッ
クスに製品名（2930M など）または製品番号を入力します。 ドロップダウンリストからいずれかのス
イッチを選択します。 表示を選択したボタンをクリックします。 表示されるオプションから、ソフト
ウェアのダウンロードを選択します（ウィンドウの右側にあります）。 USB コンソールポートのドライ
バと情報をダウンロードしてください。

表 4： オプションのネットワーク接続、スピード、および技術 ( 続き )

トランシーバのフォームファクタとコネクタ 1

スピード 技術 ケーブル接続

アップリンク

モジュール

コネクタ

SFP（mini-

GBIC）

コネクタ SFP+ コネクタ QSFP+ コネクタ
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補助（Aux）ポート

USB コマンドファイルを処理する、またはスイッチソフトウェアコードをダウンロードするための補助ポート。 このポートは

USB タイプ A コネクタを使用しますが、すべての USB プロトコルおよび規格に準拠していません。

スイッチ前面のスイッチおよびポート LED

図 3： スイッチとポート LED

FAT32 USB フォーマットが必要です。

表 5： スイッチとポート LED：ラベルと説明

ラベル 説明

1 ポート LED

2 LED モードボタン

3 スピードモード選択 LED

4 PoE モード選択 LED（PoE+ 動作をサポートする Aruba 2930M モデルのみ）

5 Usr モード選択 LED

6 リセットボタン

7 クリアボタン

8 Usr LED バックステータス LED

9 UID（ユニット識別）

10 グローバルステータス LED
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表 6： スイッチのステータスとモード LED の動作の前面

スイッチ LED 機能 状態 意味

グローバル
ステータス

スイッチの内部電源ステータ
ス。 セルフテストステータス
スイッチ / ポートフォルトス
テータス

緑色 スイッチはセルフテストをパスし、
正常に電源が投入されます。

緑色でゆっくり点滅 * スイッチの電源を切った後、また
はリセットした後、スイッチのセ
ルフテストと初期化が進行中です。 
この LED が緑色の点滅を停止する
までスイッチは動作しません。

橙色でゆっくり点滅 * スイッチ、スイッチポートの 1 つ、
またはスイッチの背面にあるモ
ジュールで、障害またはセルフテ
ストの障害が発生しました。 障害の
あるコンポーネントのステータス
LED が同時に点滅します。

橙色 この LED が橙色で長時間点灯して
いると、スイッチに致命的なハー
ドウェア障害が発生、またはセル
フテストに失敗しています。

Off ユニットに電力が供給されていま
せん。

UID（ユニット識別） ユニット識別 LED は、
ラックまたは製品内の特定の
ユニットを識別するのに役立
ちます。

オンまたは速い点滅 ** 「chassislocate」コマンドを使用する
と、指定した時間（1 ～ 1440 分）
LED を点滅または点灯させること
ができます。 デフォルトは 30 分で
す。

Off タイムアウト時間が経過すると
LED が消灯します。

帯域外管理（OOBM）
ポート LED：アクティ
ビティ / リンク

OOBM のアクティビティ / リ
ンクおよびポートステータス
の表示

ハーフブライトグリーン ポートが有効になり、接続された
デバイスからリンクインジケー
ションを受信します。

緑色 ポートで高い帯域幅使用率が発生
しています。

アクティビティフリッカーグ
リーン

LED がフルブライトの時間のパー
センテージは、ポートの全帯域幅
利用率にほぼ比例します。 たった 1
つのパケットでさえ、目に見える
フルブライトフリッカーを引き起
こします。 ハーフブライトの緑色の
ポートリンク表示は、ハーフブラ
イトからフルブライトに切り替わ
ると点灯します。

ゆっくりと橙色に点滅 ポートがセルフテストに失敗しま
した。 グローバルステータス LED
が橙色に点滅すると同時に点滅し
ます。

Off ポートは無効になっているか、接
続されていないか、またはリンク
を受信して  いません。
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バックモジュール
ステータス

ユニットの背面に取り付けら
れたモジュラーコンポーネン
トのステータス。

緑色 通常の操作：ユニットの背面に取
り付けられたすべてのモジュラー
コンポーネントが正しく機能して
います。

橙色でゆっくり点滅 * シャーシの背面（電源モジュール
またはスタッキングモジュール）
から挿入されたモジュールの 1 つ
が、セルフテストに失敗したか、
または障害が発生しています。 グ
ローバルステータス LED が橙色に
点滅すると同時に点滅します。

Off シャーシの背面にはモジュールコ
ンポーネントは取り付けられてい
ません。

スピードモードを選択 ポート LED がポートスピー
ド情報を表示していることを
示します。

On スピードモードが選択されていま
す。 ポート LED はポートのスピー
ドを示します。

Off スピードモードは選択されていま
せん。

Power over Ethernet
（PoE）モードを選択 ***

ポート LED に PoE ステータ
ス情報が表示されたことを示
します。

緑色 PoE モードが選択されています。 
ポート LED に PoE 情報が表示され
ます。

橙色 PoE モードが選択され、ポートにも
PoE エラーが発生します。 グローバ
ルステータス LED とエラーのある
ポートに対応する LED が橙色で点
滅します。 残りのポート LED は通
常の PoE ステータスを表示します。

橙色でゆっくり点滅 * PoE モードが選択されておらず、
ポートに PoE エラーがあります。 
LED は、グローバルステータス
LED とエラーのあるポートに対応
する LED と同時にオレンジ色に点
滅します。 残りのポート LED は通
常の PoE ステータスを表示します。

Off PoE モードは選択されていません。

表 6： スイッチのステータスとモード LED の動作の前面 ( 続き )

スイッチ LED 機能 状態 意味
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ユーザモードを選択 スタッキングを有効にする
と、ポート LED にスタック
情報とステータスが表示され
ます。 スタッキングが無効に
なっている場合、このモード
は将来の使用のために予約さ
れています。

緑色 ユーザモードが選択されています。

Off ユーザモードは選択されていませ
ん。

パワーモード選択を保存 このモードは、グローバルステータス LED を除くすべてのスイッ
チインジケータ LED が消灯していることによって示されます。 こ
の表示は、スイッチが savepower led コマンドで構成されている場
合にのみ表示されます。 このコマンドの詳細については、「管理お
よび構成ガイド」を参照してください。

* ゆっくりした点滅動作は約 1.6 秒ごとにオン / オフを繰り返します。

** 速い点滅動作は約 0.5 秒ごとに約 1 回のオン / オフを繰り返します。

** PoE / PoE + をサポートするスイッチにのみ適用されます。

表 7： ポート LED とモードの動作

スイッチ LED 機能 状態 / モード 意味

ポート LED LED モード選択ボタンで選択
されたポートの情報を表示し
ます。 トランシーバと SFP が
取り付けられている場合、こ
の LED は、2 秒間点灯してか
ら取り付けが行われたことを
示すためにも使用されます。

アクティビティ / リンク ポートアクティビティとリンクス
テータスを表示します。 これがデ
フォルトです。 このモードを示す専
用モード LED はありません。 モー
ド LED 機能は、LED モードボタン
を最後に押してから 10 分後にこの
選択に戻ります。

スピード ポートスピードの構成を表示しま
す。

PoE PoE 情報を表示します。

ユーザ ユーザが選択可能な動作を示しま
す。

アクティビティ / リンク
モードを選択

ポート LED にはリンクス
テータスとネットワークアク
ティビティ情報が同時に表示
されます。 アクティビティ /
リンクモードはデフォルト
モードで、別の LED モード
が選択されていない限り有効
です。

ハーフブライトグリーン ポートが有効になり、接続された
デバイスからリンクインジケー
ションを受信します。

アクティビティフリッカーグ
リーン

LED がフルブライトの時間のパー
センテージは、ポートの全帯域幅
利用率にほぼ比例します。 ハーフブ
ライトの緑色のポートリンク表示
は、ハーフブライトからフルブラ
イトに切り替わると点灯します。

橙色でゆっくり点滅 * 対応するポートがセルフテストに
失敗しました。 グローバルステータ
ス LED が橙色に点滅すると同時に
点滅します。

Off ポートは無効になっているか、接
続されていないか、またはリンク
を受信して  いません。

表 6： スイッチのステータスとモード LED の動作の前面 ( 続き )

スイッチ LED 機能 状態 意味
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スピードモードを選択 ポート LED には、各ポート
が動作している接続スピード
が表示されます。

緑色で速く点滅 ** ポートは 40 Gbps で動作していま
す。

緑色 ポートは 10 Gbps で動作していま
す。

緑色が 3 回点滅 ポートは 5 Gbps で動作しています。 
（HPE スマートレートポートのみ）

緑色が 2 回点滅 ポートは 2.5Gbps で動作していま
す。 （HPE スマートレートポートの
み）

緑色でゆっくり点滅 * ポートは 1 Gbps で動作しています。

Off ポートがリンクされていないか、
10 または 100 Mbps で動作していま
す。

PoE モードを選択 ポート LED に PoE 情報が表
示されます。

緑色 ポートは PoE 電源を供給していま
す。

橙色 PoE はポートで無効です。

橙色で速く点滅 ** ポートの電力が拒否されたか、外
部 PD 障害が検出されています。

橙色でゆっくり点滅 * ポートに内部ハードウェア障害が
あります。 グローバルステータス
LED が橙色に点滅すると同時に点
滅します。

Off ポートが PoE 電源を供給していま
せん。

表 7： ポート LED とモードの動作

スイッチ LED 機能 状態 / モード 意味
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ユーザモードを選択 現在、スタック構成でのみ有
効なモードです。

スタック内のメンバーの数と
現在のステータスを表示する
ために使用されます。

ステータス情報はスティッ
キーで、USER モードの間に
ユニットのステータスが変更
された場合は、終了して
USER モードに戻り、更新さ
れたステータスを取得する必
要があります。

緑色 スタックメンバーはスタック内に
存在し、操作可能です。

緑色でゆっくり点滅 * シャーシのメンバー番号を示しま
す。

緑色で速く点滅 ** スタックのコマンダーのメンバー
番号を示します。

橙色 スタックメンバーが現在起動して
いるか、通信できないという障害
があります。

橙色でゆっくり点滅 * スタックメンバーは、既知の障害
状態（たとえば、PSU 障害）にあ
ります。すべてのスタックメン
バーのグローバルステータス LED
も、橙色でゆっくり点滅します。

橙色で速く点滅 ** スタックメンバーがアラート条件
になっています（つまり、 
Overtemp、PoE over subscript など）。

すべてのスタックメンバーのグ
ローバルステータス LED は正常に
動作します。

Off スタックメンバーがスタック構成
に存在しません。

* ゆっくりした点滅動作は約 1.6 秒ごとにオン / オフを繰り返します。

** 速い点滅動作は約 0.5 秒ごとに約 1 回のオン / オフを繰り返します。

** PoE / PoE + をサポートするスイッチにのみ適用されます。

USER モード動作の例

リングトポロジに 4 メンバースタックがあり、メンバー番号 1,2,3、および 5 があるとします。 メンバー 1 がコマンダーであ
り、メンバー 3 がリブートしています。 USER モードでは、メンバーはポート LED に次の情報を表示します。

表 7： ポート LED とモードの動作

スイッチ LED 機能 状態 / モード 意味
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任意のメンバーを見ると、LED が点灯しているため、メンバー番号 1,2,3、および 5 のスタック構成で 4 つのメンバーが定義

されていることがわかります。 ポート 4 の LED は消灯しています。このメンバー番号はスタックに定義されていません。

すべてのメンバーで、ポート 1 の LED は速く点滅し、メンバー1 がスタックのコマンダーであることを示します。 ポート 3 の

LED がオレンジ色に点灯しています。これは、3 が再起動しているか、または不明な障害のために通信していないことを示し

ます。

メンバー 1 を見ると、ポート 1 の LED だけが緑色で速く点滅しています。 これは、このユニットがメンバー 1 であり、コマ

ンダーであることを示します。

メンバー2 を見ると、ポート 2 の LED がゆっくり緑色に点滅し、そのユニットがメンバー番号 2 であることが示されます。 同
様にメンバー 5 では、ポート 5 の LED がゆっくりと点滅し、ユニットがメンバー 5 であることを示します。

メンバー 3 は通常のブート LED ブートシーケンスを実行します。 ブートが完了してスタックに参加すると、ユーザモードを

終了して再度入り直しても、メンバーはポート LED に次の情報を表示します。

LED モード選択ボタンとインジケータ LED

モード LED の状態は、LED モード選択ボタンによって制御されます。 現在のビューモードは、ボタンの横にあるモード LED
によって示されます。 ボタンを押すと、あるビューモードから次のビューモードに進むことができます。

ポート 1 LED ポート 2 LED ポート 3 LED ポート 4 LED ポート 5 LED ポート 6-10 LED

メンバー 1 緑色で速く点滅 緑色 橙色 Off 緑色 Off

メンバー 2 緑色で速く点滅 緑色でゆっくり
点滅

橙色 Off 緑色 Off

メンバー 3 通常のブートアップシーケンスを実行します

メンバー 5 緑色で速く点滅 緑色 橙色 Off 緑色でゆっくり
点滅

Off

ポート 1 LED ポート 2 LED ポート 3 LED ポート 4 LED ポート 5 LED ポート 6-10 LED

メンバー 1 緑色で速く点滅 緑色 緑色 Off 緑色 Off

メンバー 2 緑色で速く点滅 緑色でゆっくり
点滅

緑色 Off 緑色 Off

メンバー 3 緑色で速く点滅 緑色 緑色でゆっくり
点滅

Off 緑色 Off

メンバー 5 緑色で速く点滅 緑色 緑色 Off 緑色でゆっくり
点滅

Off
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リセットボタンとクリアボタン

リセットボタンとクリアボタンはフロントパネルから奥まったところにあり（誤って押されないように）、フロントパネル上
部の小さな穴からアクセスできます。 折り曲げられていないクリップなどの尖ったものを使用して、それらを押します。

ボタンは、次のように単独または組み合わせて使用  されます。

スタッキングノート

• スタック内にある 2930M スイッチの場合、スタック内のすべてのスイッチの LEDモード選択ボタンは、

スタック内のすべてのスイッチのLEDモードを制御します。 スタック内の1つのスイッチ上のLEDモー

ド選択ボタンを使用すると、スタック全体の LED モードが変更されます。

• スタックに PoE/PoE+ スイッチと非 PoE スイッチの組み合わせがある場合、いずれかの LED モード選

択ボタンを押してスタックを PoE モードにすると、非 PoE スイッチは PoE をサポートしていないこと

を示し、モードインジケータ LED またはポート LED のいずれかを選択します。

• スタック内のいずれかのスイッチにSave Power LED機能が構成されている場合、スタック全体のデフォ

ルト LED モードは Save Power ディスプレイ（すべての LED モードインジケータ LED が消灯）になり
ますが、その機能が搭載されているスタックメンバーだけでその機能のその他の特性を表示します（電
源 LED を除くすべての LED はオフ）。

以下を達成するには： 以下を行います： 以下が起こります：

ソフトリセット
（スタンドアロンスイッチ）

リセットボタンを押して離します スイッチのオペレーティングシステムは
正常にクリアされ（データ転送の完了、
一時的なエラー状態がクリアされます）、
再起動してセルフテストを実行します。

ハードリセット
（スタンドアロンスイッチ）

リセットボタンを 5 秒以上（すべての
LED が点灯するまで）押したままにし
ます。

電源サイクルと同様に、スイッチが再起
動します。 ハードリセットは、スイッチ
の CPU が不明な状態や応答しない場合
などに使用されます。

ソフトリセット
（スタックされたスイッチ）

リセットボタンを押して離します スタンドアロンスイッチと同じですが、
次の点を除きます。

• コマンダーでアクションが発生した
場合、スタンバイスイッチがコマン
ダーになります。

• スタンバイでアクションが発生した
場合は、新しいスタンバイが選択され
ます。

ハードリセット
（スタックされたスイッチ）

リセットボタンを 5 秒以上（すべての
LED が点灯するまで）押したままにし
ます。

スタンドアロンスイッチと同じですが、
次の点を除きます。

• コマンダーでアクションが発生した
場合、スタンバイスイッチがコマン
ダーになります。

• スタンバイでアクションが発生した
場合は、新しいスタンバイが選択され
ます。

コンソールと管理アクセスパスワードの
削除

クリアボタンを 5 秒以上、15 秒以内で
押し続けます（5 ～ 15 秒の間）

すべてのパスワードをクリアします。 パ
スワードがクリアされたことを示すため
に 5 秒間が経過すると、グローバルス
テータスグリーン LED が点滅します。

UID LED をオフにする クリアボタンを押して 5 秒以内に離しま
す（0.5 ～ 5 秒の間）

UID LED をクリアします。
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帯域外管理（OOBM）ポート

この RJ-45 ポートは、専用の管理ネットワークをスイッチに接続するために使用されます。 これを使用するには、RJ-45 ネッ

トワークケーブルを管理ポートに接続して、リモート PC または UNIX ワークステーションから Telnet 経由でスイッチを管理

します。

このポートを使用するには、スイッチに IP アドレスが必要です。 IP 設定は、コンソールポート接続を介して設定することも、

DHCP/Bootp サーバーから自動的に構成することもできます。

管理ポートを介したネットワーク化された帯域外接続により、物理的および論理的に別個の管理ネットワークからデータネッ
トワークスイッチを管理できます。

詳細については、www.hpe.com/networking/support の「管理および構成ガイド」のネットワーク帯域外管理（OOBM）の付録

を参照してください。

スイッチの背面

すべての 2930M スイッチの背面は同じです。

図 4： 2930M スイッチの背面

工場出荷時のデフォルト構成に戻す 1. クリアとリセットを同時に押します。

2. クリアを押し続けて、リセットを放し
ます。

3. グローバルステータス LED が橙色で
速く点滅し始めたら（約 5 秒後）、クリ
アを放します。

スイッチはすべての構成変更を削除し、
出荷時のデフォルト構成を復元し、セル
フテストを実行します。

これらのボタンは、利便性のために用意されています。 スイッチのセキュリティに関心がある場合は、スイッ
チがロックされたワイヤリングクローゼットなどの安全な場所に設置されていることを確認してください。 こ
れらのボタンは、「front-panel-security」コマンドを使用して無効にすることもできます。 このコマンドの説明に
ついては、「2930M 管理および構成ガイド」を参照してください。

以下を達成するには： 以下を行います： 以下が起こります：
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電源

2930M スイッチには、次の電源を取り付けることができます。

• Aruba X371 12VDC 250W 100-240VAC 電源（JL085A）：非 PoE スイッチ用の 250 ワット電源。 この電源装置には PoE 電源

が供給されておらず、2930M PoE+ スイッチの電源スロットに収まりません。

• Aruba X372 54VDC 680W 100-240VAC 電源（JL086A）：2930M PoE+ 対応スイッチ用の 680 ワット電源。 この電源は最大
370 ワットの PoE+ 電源を提供し、非 PoE+ 2930M スイッチの電源スロットに適合しないように設計されています。

• Aruba X372 54VDC 1050W 110-240VAC 電源（JL087A）：2930M PoE+ 対応スイッチ用 1050 ワット電源。 この電源は最大
740 ワットの PoE+ 電源を提供し、非 PoE+ 2930M スイッチの電源スロットに適合しないように設計されています。

初期電源装置の取り付けについては、Aruba 3810M/2930M スイッチ電源装置のクイックセットアップガイドおよび電源装置に

同梱されている安全 / 規制情報を参照してください。

電源装置の詳細については、（オプション）2 番目の電源装置の取り付けを参照してください。

電源コネクタ

2930M スイッチには電源スイッチがありません。 どちらか一方または両方の電源装置がアクティブな AC 電源に接続されてい

る場合、電源がオンになります。

スタッキングモジュールスロット

各 2930M スイッチには、以下を受け入れることができる 1 つのモジュールスロットがあります。

• 2930M スタッキングモジュール（JL325A）

• 2920/2930M 0.5m スタッキングケーブル（J9734A）

• 2920/2930M 1.0m スタッキングケーブル（J9735A）

• 2920/2930M 3.0m スタッキングケーブル（J9736A）

これらのコンポーネントは、他の 2930M スイッチへの高速接続性を提供します。 このモジュールをサポートするのは 2930M
スイッチだけです。

アップリンクポートスロットとモジュールのサポート

2930M ファミリスイッチにはモジュールスロットが装備されているため、ユーザはスイッチ上のアップリンクポートをカス

タマイズできます。 スロットは最大帯域幅 40Gbps をサポートし、スマートレート 4、SFP+ 4、または QSFP+ の 3 つのオプショ

ンで利用できます。

表 8： 2930M スイッチの背面：ラベルと説明

ラベル 説明

1 AC 電源コネクタ / 電源スロット 1

2 AC 電源コネクタ / 電源スロット 2

3 スタッキングモジュールスロット

4 アップリンクモジュールスロット

サポートされていないモジュールは、サポートされていないスロットに機械的に取り付けられません。
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スイッチの背面にある LED

ここでは、スイッチの背面にある LED について説明します。 ユニット正面の背面 LED が障害により点滅すると、スイッチの

背面を見て、障害の発生したモジュールまたは電源に対応する点滅 LED を見つけることができます。 ユーザーが 2 番目の電

源装置を取り付けて電源をオンにしなかった場合（PSU モジュールの状態 = オフ）、背面の LED は橙色で点滅します。

図 5： スイッチ背面の LED

表 10：2930M スイッチの背面 LED ラベルと説明

表 9： スイッチモジュール / サポートマトリックス

スイッチモデル JL078A 1QSFP+

モジュールのサポート

JL081A スマートレート 1G/
2.5G/5G/10G PoE+ JL083A 4SFP+

JL319A Aruba 2930M 24G 1 スロット
スイッチ

あり あり、ただし PoE はありませ
ん

あり

JL320A Aruba 2930M 24G PoE+ 1 スロット
スイッチ

あり あり あり

JL321A Aruba 2930M 48G 1 スロット
スイッチ

あり あり、ただし PoE はありませ
ん

あり

JL322A Aruba 2930M 48G PoE+ 1 スロット
スイッチ

あり あり あり

JL323A Aruba 2930M 40G 8SR PoE+ 1
スロットスイッチ

あり あり あり

JL324A Aruba 2930M 24SR PoE+ 1
スロットスイッチ

あり あり あり

ラベル 説明

1 電源装置（PSU）のステータス LED

2 スタッキングモジュールステータス LED

3 アップリンクモジュールステータス LED
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2930M スタッキングモジュール

2930M 2- ポートスタッキングモジュール（JL325A）は、他の 2930M スイッチへの高速スタッキング接続を提供するために

2930M スイッチに追加できるコンポーネントです。 スタッキングの設定と操作の詳細については、スイッチの OS バージョン

に関する情報とトポロジのスタッキングとHPE ArubaOSスイッチアドバンスドトラフィック管理ガイドを参照してください。

表 11：スイッチ背面の LED

スイッチ LED 機能 状態 意味

PSU モジュールの
ステータス

PSU の状態：ユニットの背面
を見ると、PSU1 は左側にあ
り、PSU2 は右側にあります。

緑色 電源には有効な AC 入力と有
効な DC 出力があります。

緑色でゆっくり点滅 電源装置に内部障害がある
か、スイッチに障害が発生し
て電源のオン / オフが繰り返
されます。

Off 電源装置に無効な AC 入力ま
たは無効な DC 出力がありま
す。

アップリンクモジュールス
テータス

アップリンクモジュールのス
テータス

緑色 アップリンクモジュールが正
しく動作しています。

橙色でゆっくり点滅 * アップリンクモジュールに障
害が発生しています。 グロー
バルステータス LED は同期し
て点滅する必要があります。

橙色で速く点滅 ** アップリンクモジュールまた
は 1 つ以上のポートがアラー
ト状態になっています。

アラート条件には、サポート
されていないケーブルがモ
ジュールに取り付けられてい
るか、またはスイッチの電源
がオン（ホットスワップ）に
されている間にアップリンク
モジュールが取り付けられて
いて、スイッチを再起動して
モジュールをサポートする必
要があることが含まれます。

Off 電源なし

存在なし モジュールなし
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図 6： 2930M 2- ポートスタッキングモジュールの前面

表 12：2930M 2- ポートスタッキングモジュールの前面：ラベルと説明

2930M 2- ポートスタッキングモジュール JL325A には、次の機能があります。

• スタックトポロジ（リングのみ）で 2930M スイッチを他の 2930M に接続するための 2 つのスタッキングコネクタ。 これら

の接続には、次のスタッキングケーブルを使用できます。

o Aruba 2920/2930M 0.5M スタッキングケーブル（J9734A）

o Aruba 2920/2930M 1.0m スタッキングケーブル（J9735A）

o Aruba 2920/2930M 1.0m スタッキングケーブル（J9735A）

• LED について説明します。

スタッキングモジュール LED

次の LED は、2930M スタッキングモジュール自体にあり、スイッチの背面からのみ表示されます。

ラベル 説明

1 コネクタのスタッキング

2 リンク LED

3 スタッキングモジュールステータス LED

4 モジュール固定用ネジ
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表 13：スタッキングモジュール LED

名前 機能 モード 説明

スタッキングモジュール
ステータス

スタッキングモジュールの
ステータス

緑色 スタッキングモジュールが正
しく動作しています。

ゆっくりと橙色に点滅 スタッキングモジュールに障
害が発生したか、1 つ以上の
モジュールポートに障害が発
生しています。 1.6 秒のサイク
ルフラッシュは、スイッチの
グローバルステータス LED と
同期する必要があります。 グ
ローバルステータスとバック
LED も点滅しているはずで
す。

速く橙色に点滅 スタッキングモジュールまた
は 1 つ以上のポートがアラー
ト状態になっています。

アラート条件には、サポート
されていないケーブルがモ
ジュールに取り付けられてい
るか、またはスイッチの電源
がオン（ホットスワップ）に
されている間にスタッキング
モジュールが取り付けられて
いて、スイッチを再起動して
モジュールをサポートする必
要があることが含まれます。
背面 LED が点滅していて、グ
ローバルステータス LED が点
滅していないはずです。

Off 電源なし

スタッキングリンク
ステータス

スタッキングポートごとのリ
ンク LED は、ポートが有効で
接続されていて、接続されて
いるデバイスからの信号を検
出したことを示します。

緑色 ポートが有効になり、接続さ
れたデバイスからリンクイン
ジケーションを受信します。

ゆっくりと橙色に点滅 ポート障害 POST またはケー
ブル障害。 スタッキングモ
ジュールのモジュールステー
タス LED とユニット前面のグ
ローバルステータスおよび背
面 LED も同期して橙色で点滅
している必要があります。

Off ケーブルが差し込まれていま
せん
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2930M アップリンクモジュール

図 7： 2930M アップリンクモジュールの前面

アップリンクモジュールの LED

各 QSFP+ ポートには、ポートレベルの情報を伝える 4 つの緑色 / 橙色の 2 色 LED があります。 4 つの LED は、以下に示すよ

うに各 QSFP+ ポートの上にあります。

表 14：2930M アップリンクモジュール：ラベルと説明

ラベル 説明

1 Aruba 3810M/2930M 1- ポート QSFP+ 40GbE モジュール（JL078A）

2 Aruba 3810M/2930M 4 HPE スマートレート 1G/2.5G/5G/10G PoE+ モジュール（JL081A）

3 Aruba 3810M/2930M 4- ポート 100M/1G/10G SFP+ MACsec モジュール（JL083A）

4 ポート LED

5 アップリンクモジュールステータス LED
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表 15：アップリンクモジュール LED

40GbE モード 4x10GbE モード

電源オン / リセット ４つの LED サイクルすべては緑色 - 橙色 - 緑色 - オフ

セルフテスト 起動時には、4 つの LED がすべて緑色で点滅してから消灯します。

障害が発生すると、シャーシ障害 LED と管理モジュールテストおよびモジュール番号 LED と
同期して、4 つの LED すべてが橙色でゆっくり点滅します。

QSFP+ のデバイス ID と
認証

QSFP+ デバイスが ID と認証をパスすると、4 つの LED はすべて緑色に約 2 秒間点灯します。

QSFP+ デバイスが識別に失敗すると、4 つの LED はすべて橙色でゆっくりと点滅します（サ
ポートされていないデバイス）。

QSFP+ デバイスが認証に失敗した場合、シャーシフォルト LED および管理モジュールテスト
およびモジュール番号 LED と同期して、4 つのすべての LED が橙色でゆっくりと点滅します。

LED
モード

アクティビティ 4 つの LED はすべて緑色に点滅し、40G リン
ク上のトラフィックを示します。

オフ = リ  ンクされていますが、トラフィック
はなく、リンクもデバイスもインストールさ
れていません。

個々の LED は非アクティブに緑色に点滅し、
アクティブな 10G リンク上のトラフィックを
示します。

オフ = リ  ンクされていますが、トラフィック
はなく、リンクもデバイスもインストールさ
れていません。

二重 4 つの LED はすべて緑色に点灯し、全二重を示します。

リンクがない場合、または QSFP+ デバイスが取り付けられていない場合、4 つの LED はすべ
て消灯します。

スピード QSFP+ 搭載デバイス：

• 4 つの LED はすべて緑色に点灯し、ポート
が 40GbE モードに構成され、リンクされて
いることを示します。

• LED が消灯して、ポートがリンクされてい
ないことを示します。 

QSFP+ デバイスがインストールされていませ
ん：

• 緑色の4つのLEDはすべて、ポートが40GbE
モードで構成されていることを示します。

QSFP+ 搭載デバイス：

• 4 つの LED はすべて緑色でゆっくりと点滅
し、ポートが 4x10GbE モードに構成され、
リンクされていることを示します。

• LED が消灯して、ポートがリンクされてい
ないことを示します。 

QSFP+ デバイスがインストールされていませ
ん：

• 4 つの LED はすべて緑色でゆっくりと点滅
し、ポートが 4x10GbE モードで構成されて
いることを示します。

PoE Off

ユーザ定義 将来使用するために予約されています。

ポートの不一致 すべての LED が橙色で速く点滅します。
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スイッチの機能

2930M スイッチの機能は次のとおりです。

• ネットワークポートで説明されている固定 10/100/1000-T、HPE スマートレート、および SFP/SFP+ ポートの組み合わせ。

• 選択されたスイッチモデルは HPE スマートレートポートを備え、1 Gbps、2.5 Gbps、5 Gbps、および 10 Gbps 接続を提供し

ます。 詳細は、「ケーブル仕様」を参照してください。

• すべてのスイッチモデルには、アップリンクポートスロットとモジュールのサポートで説明されているように、スマート
レート、10G SFP+、または 40G QSFP+ ポートの構成が可能な 1 つのアップリンクポートモジュールスロットがあります。

• 1 つのモジュールスロットがスイッチの背面にあり、スタッキングモジュールをサポートし、スタッキングモジュールを備

えた他の 2930M スイッチとの接続を提供します。 スタッキングの詳細については、スイッチの OS バージョンに関する情報
とトポロジのスタッキングおよび HPE ArubaOS スイッチアドバンスドトラフィック管理ガイドを参照してください。

• Power over Ethernet（PoE+）動作：Aruba 2930M 24G PoE+ 1- スロットスイッチ（JL320A）、Aruba 2930M 48G PoE+ 1- スロッ

ト・スイッチ（JL322A）、Aruba 2930M 40G 8SR PoE+ 1- スロットスイッチ（JL323A）、Aruba 2930M 24SR PoE+ 1- スロット
スイッチ（JL324A）は、IEEE 802.3at 規格に準拠しており、IP フォン、無線アクセスポイント、屋内 Web カメラなどに電

力を供給するために、ポートごとに最大 30W を提供します。 詳細については、HP の Power over Ethernet（PoE / PoE +）プ
ランニングおよび実装ガイド（http://www.hpe.com/networking/supportから入手可能）を参照してください。 スイッチは 802.3af
および 802.3at 標準デバイスと一部の標準より前の PoE デバイスをサポートしています。 これらのデバイスのリストについ

ては、スイッチモデルの FAQ（よくある質問）を参照してください。 PoE はデフォルトで有効になっています。 （手順につ
いては、https://www.hpe.com/networking/support のスイッチ OS バージョンの「2930M 管理および構成ガイド」を参照してく

ださい。

• 1 つまたは 2 つの内蔵電源を持つオプション：

o 第 2 の電源は、冗長システム電源および / または冗長 / 追加 PoE 電源をサポートします。 内部電源装置の 1 つに障

害が発生すると、2 番目の電源装置は PoE+ 電源を含めてスイッチを稼動状態に保つのに必要な電力をすぐに割り
当てます。

o 48 ポート PoE+ スイッチで最大 PoE+ 電力を使用する場合、PoE+ 電源には 2 番目の電源が必要です。 PoE 電源の冗
長性はありませんが、システム電源は常に維持されます。 電源装置に障害が発生すると、システムはユーザの優先

順位に基づいて PoE 電力をポートにドロップし、システムの電力を維持します。 電源装置の詳細については、電源

装置を参照してください。

• プラグアンドプレイネットワーク：すべてのポートはデフォルトで有効になっています。 ネットワークケーブルをアクティ

ブなネットワークデバイスに接続すると、スイッチドネットワークが動作しています。

• すべてのツイストペアポート（10/100/1000 および 10GBase-T）の Auto MDI / MDI-X。すべての接続はストレートツイスト

ペアケーブルを使用して行うことができます。

クロスケーブルは必要ありませんが、それでも動作します。 各ポートのピン操作は、接続されたデバイスに対して自動的に
調整されます。 スイッチが別のスイッチまたはハブがポートに接続されていることを検出すると、そのポートを MDI とし

て構成します。 エンドノードデバイスがポートに接続されていることをスイッチが検出すると、ポートは MDI-X として構

成されます。 （推奨または必要なケーブルについては付録を参照してください）。

• 他のオートネゴシエーションデバイスに接続されている場合、10/100/1000 RJ-45 ポートのオートネゴシエーション全二重

動作。 SFP/SFP+ ポートは常に全二重で動作します。

• いくつかの利用可能なインターフェイスを介してスイッチを簡単に管理できます。

o コンソールインターフェイス：帯域外または帯域内スイッチ管理用のフル機能の使いやすい VT-100 端末インター

フェイス。

o Web ブラウザインターフェイス： 一般的な Web ブラウザからアクセスできる組み込みの使いやすいグラフィカル

インターフェイス。

o Aruba AirWave：有線および無線インフラストラクチャを管理する強力で使いやすいネットワーク運用システム。

o Aruba Activate：在庫管理を提供し、ゼロタッチプロビジョニングを容易にするクラウドベースのサービス。

o Aruba ClearPass ポリシーマネージャ：オンボードおよびロールベースの制御 / セキュリティを提供する有線およ
び無線ネットワークデバイス用のネットワークポリシー管理ソフトウェア。

JL324A は、JL081A モジュール（オプション）の背面スロットのアップリンクモジュールに搭載されたス

マートレートポートで 10GBps のスピードしかサポートしていません。
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o Aruba Central：ネットワーク管理ソフトウェアクラウドプラットフォーム。これにより、IT 組織は、Aruba スイッ
チと Aruba Instant 無線 AP を簡単かつ安全に、かつ費用対効果の高い方法で管理および監視できます。

o IMC：ネットワーク全体を管理するための SNMP ベースのグラフィカルなネットワーク管理ツール。 IMC の無償試
用版は http://www.hpe.com/networking/imc からダウンロードできます。

• ネットワークループを排除するためのスパニングツリープロトコルのサポート

• 最大 2048 の IEEE 802.1Q 準拠の VLAN をサポートし、接続されたエンドノードをビジネスニーズに合った論理グループに
分けることができます。

• ネットワークパフォーマンスを向上させるための多くの高度な機能のサポート：説明については、http://www.hpe.com/
networking/support にある 2930M 管理および構成ガイドを参照してください。

• スイッチソフトウェアをアップデートする機能。 製品のアップデートをダウンロードするには、次のいずれかのページに移

動します。

• Hewlett Packard Enterpriseサポートセンターアップデートページに接続してください：http://www.hpe.com/support/e- updates

• HPE ネットワークソフトウェア：http://www.hpe.com/networking/software

• エンタイトルメントを表示および更新し、契約書および保証をプロファイルにリンクさせるには、Hewlett Packard Enterprise
サポートセンターにアクセスしてください。サポート資料へのアクセスに関する詳細ページ：www.hpe.com/support/
AccessToSupportMaterials

• USB コマンドファイルを処理し、スイッチソフトウェアを更新するための補助ポート（USB タイプ A コネクタ）。

• 低電力動作：

• スイッチまたはスタックメンバー上のポートは、低電力で動作するように設定できます。

• ポートステータス LED が消灯している可能性があります。

• ポートが接続されていない場合（リンク先が検出されない場合）、RJ-45 ポートは低電力で動作します。

• ハイバネーションモードを切り替えると、毎日スイッチをパワーダウンしてエネルギーを節約できます。

• IEEE 1588 エンドツーエンド透過モードのサポート
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この章では、スイッチの設置方法を示します。 Aruba 2930M スイッチには、スイッチを標準的な 19 インチ Telco ラックに取り

付けるためのブラケット、機器キャビネット、ラバーフィートを取り付けることができるアクセサリキットが付属しており、
スイッチを水平面に確実に設置できます。 ブラケットは、スイッチをさまざまな位置と向きで取り付けることができるように

設計されています。 その他の取り付けオプションについては、お近くの Hewlett Packard Enterprise の正規販売代理店または

Hewlett Packard Enterprise の担当者にお問い合わせください。

付属品

2930M スイッチには、次のコンポーネントが付属しています。

• Aruba スイッチクイックセットアップガイド

• スイッチの安全性と規制に関する情報

• 保証の通知

• 一般的な安全および規制に関する小冊子

• アクセサリキット（5300-0103）：

o 2 つのマウントブラケット

o マウントブラケットをスイッチに取り付ける 8 本の 8 mm M4 ネジ 8 本

o スイッチをラックに取り付けるための 4 本の 5/8 インチの 12-24 ネジ

o 4 本のゴム足

• 電源コード、次のいずれか

スイッチをラックに搭載する場合は、HPE X410 ユニバーサルラックマウントキット（J9583A）を使用し

て Hewlett Packard Enterprise 10K ラックに搭載して出荷することができます。 さらに、HPE X410 ユニバー

サルラックマウントキット（J9583A）を使用して、任意の4つのポストラックに取り付けることもできます。

Aruba 2930M PoE+ スイッチ

北米 8121-0973 オーストラリア 8121-0857

北米ハイライン 8121-0941 ブラジル 8121-1265

南アフリカ / インド 8121-1483 ヨーロッパ / 韓国 8120-5336

イスラエル 8121-1009 中国 8121-1034

イギリス / 香港 /
シンガポール / マレーシア

8120-5334 アルゼンチン 8121-1481

スイス 8120-5339 チリ 8120-8389

デンマーク 8120-5340 タイ / フィリピン 8121-0671

日本のハイライン 8120-5338 (JL086A,JL087A) 台湾 15A 8121-1511 (JL086A,JL087A)

日本のローライン 8120-5342 (JL086A) 台湾 10A 8121-0967 (JL086A)

第 2 章
スイッチの設置
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設置手順

概要

手順

1. 設置場所の準備 正しいネットワークケーブルでスイッチに接続し、スイッチに適切な場所を用意するなど、物理環境が

適切に準備されていることを確認します。

2. スイッチがセルフテストにパスしていることを確認します。 スイッチを電源に接続し、前面パネルのLEDが正しいスイッ
チ操作を行っていることを確認します。 セルフテストが完了したら、スイッチを抜きます。

3. （オプション）スタッキングモジュールを取り付けます。

4. （オプション）アップリンクポートモジュールを取り付けます。

5. スイッチを取り付けます。 スイッチは、19 インチ Telco ラック、装置キャビネット、または水平面に取り付けることが
できます。

6. （オプション）スタッキングケーブルを取り付けます。

7. （オプション）SFP トランシーバ（mini-GBIC）の取り付けまたは取り外しを行います。 購入したスイッチモデルとオプ
ションのアップリンクモジュール構成に応じて、スイッチはSFP/SFP+トランシーバまたはQSFP+トランシーバをサポー
トできます。 スイッチの取り付け場所によっては、トランシーバを最初に取り付ける方が簡単です。 スイッチの電源が
入っている間は、すべてのトランシーバタイプを取り付けたり取り外したりすることができます。

8. スイッチを電源に接続 スイッチを取り付けたら、近くの主電源に接続します。

9. （オプション）2 台目の電源装置を取り付けます。 冗長電源を供給するか、PoE+ 電源を追加するために、スイッチに第 2
の電源を使用することもできます。

10. （オプション）管理コンソールを接続します。 たとえば、Web ブラウザ、SNMP ネットワーク管理ステーション、または
Telnet セッションを使用して IP アドレスを管理できるように、スイッチの構成を変更することができます。 構成の変更
は、Aruba X2C2 RJ45-DB9 コンソールケーブル（JL448A）を使用して、PC をスイッチのコンソールポートに接続するこ
とで簡単に行うことができます。

11. ネットワークケーブルを接続します。 適切なネットワークケーブルを使用して、ネットワークデバイスをスイッチポー
トに接続します。

この時点で、スイッチは完全に取り付けられています。 この章では、これらの設置手順の詳細について説明します。

Aruba 2930M 非 PoE+ スイッチ

アルゼンチン 8120-6869 日本 8120-4753

オーストラリア /
ニュージーランド 

8121-0834 スイス 8120-6815

ブラジル 8121-1069 南アフリカ 8120-6813

チリ 8120-6980 台湾 8121-0974

中国 8120-8707 フィリピン / タイ 8121-0668

コンチネンタルヨーロッパ /
韓国

8120-6811 イギリス / 香港 /
シンガポール / マレーシア

8120-6809

デンマーク 8120-6814 米国 / カナダ / メキシコ 8121-0973

インド 8121-0780 北米ハイライン 8121-0941

イスラエル 8121-1035
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設置上の注意とガイドライン

スイッチを設置する際の怪我や製品の損傷を防ぐため、以下の設置上の注意事項とガイドラインをお読みください。

使用していないスロットにカバープレートを取り付けます。

1.  設置場所の準備

ケーブル配線インフラストラクチャ：配線インフラストラクチャが必要なネットワーク仕様を満たしていることを確認しま
す。 詳細については、ケーブルおよび技術情報を参照してください。

設置場所：スイッチを設置する前に、他の装置や機器との相対的な位置と向きを計画してください。

• スイッチの前面または背面では、ツイストペアおよび光ファイバケーブルのスペースを少なくとも 7.6 cm（3 インチ）離し
てください。

• スイッチを壁面またはテーブルの下や別の水平面に設置しないでください。

• 可能な限りラックやキャビネットに取り付けられているデバイスを取り付けます。 最も重いデバイス

を下部に設置し、徐々に軽いデバイスを上部に配置していきます。

• ラックまたはキャビネットが不安定になったり転倒したりしないように、適切に固定されていること
を確認してください。

• スイッチのインストールとスタートガイドの制限事項を確認せずにラックにスイッチを設置しないで
ください。 そうしないと、スイッチの保証が無効になることがあります。

• 電源回路が適切にアースされていることを確認してください。 次に、スイッチに付属の電源コードを

使用してスイッチを電源に接続します。

• スイッチおよび電源装置に付属の電源コードとは異なる電源コードが必要な場合は、スイッチの現在
の要件に合った適切なサイズのコードを使用してください。 また、使用している国の電源コードの規

制を規定する安全機関のマークが表示されている電源コードを使用してください。 このマークは、ス

イッチと電源装置で安全に電源コードを使用できることを保証します。

• スイッチを設置するときは、AC コンセントをスイッチの近くに設置し、スイッチの電源を切る必要が

ある場合に備えて簡単にアクセスできるようにしてください。

• 動作周囲温度が仕様を超えた環境には設置しないでください。 （Aruba 24G/48G スイッチのクイック

セットアップガイドおよび安全に関する規制情報のドキュメントを参照してください）。

• スイッチが電源回路、配線、過電流保護に過負荷をかけないようにしてください。 電源回路に過負荷

がかかる可能性を判断するには、スイッチと同じ回路に取り付けられているすべてのデバイスの定格
電流を加えます。 次に、合計を回路の定格限界と比較します。 最大アンペア定格は、通常、AC 電源コ

ネクタの近くにあるデバイスに表示されます。

• スイッチ周囲のエアフローが制限されていないことを確認してください。 冷却のために少なくとも 3
インチ（7.6 cm）以上離してください。 エアフロー方向については、1 を参照してください。 設置場所

を準備します。

電源装置を取り外してから再取り付けする必要がある場合は、再インストールする前に少なくとも 5 秒

待ってください。 スイッチが破損する可能性があります。

電源装置は、保持されている電力を逃がすためにこの時間を必要とします。
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• スイッチの背面には、電源コードのスペースを少なくとも 3.8 cm（1 1/2 インチ）残してください。 スイッチを積み重ねる
場合は、使用されているスタッキングケーブルの長さに応じて、20 ～ 23 cm（約 8 ～ 9 インチ）が必要です。

• スイッチが開いている EIA/TIA ラックに設置されている場合を除き、スイッチの側面では、少なくとも 7.6 cm（3 インチ）
は冷却のために離してください。

図 8： 2930M スイッチのエアフロー方向

2. スイッチが正しく起動することを確認します

スイッチをネットワーク上の場所に設置する前に、電源に接続して正しく起動することを確認してください。

手順

1. スイッチ付属の電源コードを、スイッチ背面の電源コネクタに接続し、適切にアースされた電源コンセントに接続しま
す。

図 9： 電源コードの接続

スタッキングモジュールを取り付けずに初めて 2930M スイッチの電源を入れると、スタッキングは無効

になり、スイッチの実行コンフィギュレーションに保存されます。 その後、スタッキングモジュールを取

り付けたら、コンソール（CLI）コマンド stacking enableを使用してスタッキングを有効にする必要

があります。
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2. 以下の説明に従って、スイッチの LED を確認します。

図 10：2930M-48- ポート PoE+ スイッチの例

図10：2930M-48-ポートPoE+スイッチの例

表 16：2930M-48- ポート PoE+ スイッチの例：ラベルと説明

スイッチの電源がオンになると、セルフテストと初期化が実行されます。 このブートプロセスは、スイッチのモデルと構成に

応じて、完了するまでに約 1 ～ 2 分かかります。

LED 動作：

スイッチの起動中：

• グローバルステータス、UID、その他のステータスおよびモード LED は、最初は緑色に点灯し、2 色 LED は橙色に変わり、
緑色に戻ります。

• グローバルステータス LED が緑色に点滅を開始し、スイッチがセルフテストを行っていることを示し、スイッチが完全に

起動するまで緑色で点滅し続けます。

• ポート LED は、最初は緑色に点灯し、次に橙色に点灯し、緑色に戻り、起動のフェーズ中に点滅することがあります。

スイッチが正常に起動すると、次の LED が表示されます。

• グローバルステータスと背面 LED は緑色で点灯します。

• ロケータ LED が消灯しています。

• その他のステータス LED は、スイッチの構成と取り付けられているハードウェアに応じてオンまたはオフにすることがで

きます。

• ポート LED は通常の動作モードになります。

o ポートがアクティブなネットワークデバイスに接続されている場合、ポート LED が点灯し、選択された LED モー
ドに従って動作します。 デフォルトの LED モード（アクティビティ / リンク）では、LED はリンクを示すためにハー

フブライトの緑色で表示され、ネットワークのトラフィックを表示するにはフルブライトの緑色で点滅します。

o ポートがアクティブなネットワークデバイスに接続されていない場合、ポート LED はオフのままです。

2930Mスイッチには電源スイッチがありません。 電源コードがスイッチと電源に接続されているときに電

源が入ります。 安全のため、コンセントはスイッチの近くに設置してください。

スイッチは 100-240（JL087A 電源の場合は 110-240）と 50 または 60 Hz の間の電圧に自動的に調整されま

す。 電圧範囲の設定は不要です。

スイッチに付属の電源コードとは異なる電源コードが必要な場合は、ご使  用の国の電源コードの規制を

規定する安全機関のマークが表示されている電源コードを使用してください。 このマークは、電源コード

をスイッチで安全に使用できることを保証します。

ラベル 説明

1 スイッチポート LED

2 モード LED

3 背面 LED

4 グローバルステータス LED と UID LED
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LED の表示が上記と異なる場合、特にグローバルステータス LED が緑色に 120 秒以上点滅し続ける場合や、橙色に点滅し続

ける場合は、スイッチの起動が正しく完了していないことがあります。 診断のヘルプについては、トラブルシューティングを

参照してください。

3. （オプション）2 台目の電源装置の取り付け

次の 3 種類の電源装置を取り付けることができます。

• Aruba 250W 電源（JL085A、Aruba X371 250W 100-240VAC ～ 12VDC PS）は、非 PoE スイッチとともに使用され、PoE/
PoE+ スイッチでは使用できないように調整されています。

250W の電源装置は、スイッチを動作させるための電力を供給します。 2 台目の電源装置を取り付けると、最初の電源装置
に障害が発生した場合にスイッチに電源が供給されます。 電源装置が異なる AC 電源に接続されている場合、AC 電源の 1
つが紛失した場合、冗長電源を供給することができます。

• PoE/PoE+ スイッチで使用される Aruba 680W PoE+ 電源（JL086A、Aruba X372 680W 100-240VAC ～ 54VDC PS）は非 PoE
スイッチでは使用できないように調整されています。

• Aruba 1050W PoE+ 電源（JL087A、Aruba X372 1050W 100-240VAC ～ 54VDC PS）は、PoE / PoE + スイッチと共に使用さ
れ、非 PoE スイッチでは使用できないように調整されています。

680W および 1050W の電源装置は、PoE/PoE+ スイッチに 2 種類の電力を供給します。

• 680W および 1050W の電源装置は、スイッチを動作させるための電力を供給します。 2 台目の電源装置を取り付けると、最
初の電源装置に障害が発生した場合にスイッチに電源が供給されます。 電源装置が異なる AC 電源に接続されている場合、

AC 電源の 1 つが紛失した場合、冗長電源を供給することができます。

• 電源装置は PoE/PoE+ 電源をスイッチに供給します。 電源装置の 1 つに障害が発生すると、2 番目の電源装置が必要な PoE/
PoE+ 電力を供給して PoE 動作を継続します。 48 ポートスイッチの場合、2 番目の電源装置の PoE/PoE+ 電源は、スイッチ

のポートで使用できる追加電力です。

• スイッチの PoE/PoE+ 電力要件を理解することは重要です。なぜなら PoE/PoE+ 電源が正しく計画されて実装されていない

場合、内部スイッチ PoE/PoE+ 電源に障害が発生すると、スイッチポートに接続されたエンドデバイスに電力が供給されな

い可能性があるためです。

電源の PoE/PoE+ 機能の詳細については、Hewlett Packard Enterprise の Web サイト http:// www.hpe.com/networking/support に
ある HPE PoE（PoE/PoE+）プランニングおよび実装ガイドを参照してください。

4. （オプション）スタッキングモジュールの取り付け

1. スイッチを電源から切り離します。

2. スタッキングモジュールカバープレートを取り外します。 将来スタッキングモジュールがスイッチから取り外された場
合に備えて、再利用のために安全な場所に保管してください。

スタッキングモジュールを取り付けずに 2930M スイッチの電源を初めて投入すると、スイッチの実行コ

ンフィギュレーションでスタッキングが無効になります。 後でスタッキングモジュールを取り付けると、

スイッチの電源を切断するか、bootコマンドを使用してスイッチを再起動するまで、スタッキングモジュー

ルは有効になりません。 それ以外の場合は、スタッキングモジュールが取り付けられていてもスタッキン

グは無効になります。 ブートコマンドの詳細については、ご使用のスイッチモデルの「基本操作ガイド」

（http://www.hpe.com/support/manuals）を参照してください。
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3. スタッキングモジュールを取り付けます。

4. スイッチを電源に再接続します。

5. スタッキングケーブルをスタッキングモジュールに接続します。

モジュールが正しく取り付けられていることを確認するには、スイッチの前面にある背面およびグローバルステータス LED、

およびモジュールのモジュールステータス LED を確認します。

図 11：モジュールステータス LED の位置
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モジュールが適切に取り付けられ、スイッチの電源がオンになっている場合、モジュールは通常のスイッチの起動プロセス中
にセルフテストを受けます。 以下の表に示すように、LED を使用して、モジュールが正しく取り付けられ、セルフテストにパ

スしたことを確認できます。

5. （オプション）アップリンクポートモジュールの取り付け

2930M アップリンクポートモジュールはホットスワップ対応ではありません。

手順

1. ブランクフィラーの 2 本の固定ネジを緩めて取り外します。

2. 新しいアップリンクポートモジュールをパッケージから取り出し、ボード上の回路に触れないように注意します。

3. 下図のように、アップリンクポートモジュールをスロットに完全に挿入します。 モジュールのフェースプレートは、ス
イッチの前面と面一になります。

表 17：モジュールステータス LED の位置：ラベルと説明

ラベル 説明

1 背面 LED

2 グローバルステータス LED

表 18：スタッキングモジュールの LED 動作

LED 正しくインストールされたモジュールの表示

スイッチ前面のグローバルステータスと背面 LED、およびス
タッキングモジュールのモジュールステータス LED

起動シーケンス後、LED は緑色で点灯します。

リンク（モジュール上のスタッキングポートごと） スタッキングケーブルがモジュールおよび 2930M スイッチ
の他の電源オンのスタッキングモジュールに接続されている
場合、LED は緑色に点灯し、スタッキングポートが有効で接
続され、接続スイッチからの信号を検出したことを示しま
す。
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4. 固定ネジを締めて締めます。 ネジを締めすぎないように注意してください。

図 12：アップリンクポートモジュールのインストール

5. スイッチの電源を入れ、モジュールがセルフテストにパスしたことを確認します。 正しく取り付けられたことを示すLED
の LED 動作については、LED の動作を参照してください。

6. スイッチの取り付け

スイッチはセルフテストにパスした後、安定した場所に取り付ける準備ができています。 2930M スイッチは次のように取り付

けられます。

• ラックまたはキャビネット内

• 水平面上

その他の取り付けオプションについては、お近くのHewlett Packard Enterpriseの正規販売代理店またはHewlett Packard Enterprise
の担当者にお問い合わせください。

7. （オプション）スタッキングケーブルの取り付け

ホットスワップスタッキングケーブルがサポートされています。 スタッキングケーブルは、スイッチの電

源をオンにして取り付けまたは取り外しを行うことができます。



第 2 章　スイッチの設置 39

1. スタッキングケーブルのコネクタをカチッと音がするまで差し込みます。 ケーブルコネクタ（タブではありません）を

引いて、完全に固定されていることを確認します。

図 13：スタッキングケーブルの取り付け

2. ケーブルのもう一方の端を別の 2930M スイッチのスタッキングモジュールに接続します。 接続の詳細については、「情報
とトポロジのスタッキング」を参照してください。

スタッキングケーブルを取り外すには、スタッキングケーブルコネクタのタブをまっすぐに引き出します。

8. （オプション）トランシーバの取り付け

スイッチの電源をオフにすることなく、スイッチ前面のスロットからトランシーバを取り付けたり取り外すことができます。

9. スイッチを電源に接続

手順

1. 付属の電源コードを、スイッチの電源コネクタと近くの AC 電源に接続します。

2. セルフテスト中に LED を再確認します。 詳細は、「LED の動作」を参照してください。

スイッチの電源がオンで、スタッキングケーブルの一端が挿入されている場合、モジュールのリンクとモ
ジュールのステータス LED とスイッチ前面のバック LED が、他のスイッチスタックモジュールに接続さ

れるまで橙色で点滅します。 ケーブルが両端に完全に装着され、リンクが確立されると、LED は緑色に点

灯します。

• トランシーバは全二重でのみ動作します。 半二重動作はサポートされていません。

• トランシーバの取り付けまたは取り外し時に、ネットワークケーブルが接続されていないことを確認

してください。

• 2930M スイッチをスタッキングしている場合、最初に電源を入れなければならないスイッチは、スタッ

クコマンダーにしたいスイッチです。

• 電源をオンにする 2 番目のスイッチは、スタックスタンバイにしたいスイッチにする必要があります。

• スタック内の他のスイッチの場合、メンバー ID は起動時の順序によって決まります。

詳細については、「情報とトポロジのスタッキング」を参照してください。
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10. （オプション）管理コンソールの接続

スイッチには、次のようなスイッチ管理タスクを実行するための、フル装備の使いやすいコンソールインターフェイスがあり
ます。

• スイッチとポートの状態を監視し、ネットワークアクティビティの統計情報を観察します。

• スイッチの構成を変更して、スイッチのパフォーマンスを最適化し、ネットワークのトラフィック制御を強化し、ネット
ワークのセキュリティを向上させます。

• トラブルシューティングに役立つイベントログと診断ツールに目を通してください。

• 新しいソフトウェアをスイッチにダウンロードします。

• コンソール、Web ブラウザインターフェイス、およびネットワーク管理ステーションから、スイッチへのアクセスを制御

するパスワードを追加します。

コンソールは、次の方法でアクセスできます。

• 帯域外：

Aruba X2C2 RJ45 と DB9 コンソールケーブル（別売：JL448A）をスイッチの RJ-45 コンソールポートに接続し、端末エミュ

レーションソフトウェアを搭載したワークステーションに接続します。

USB ケーブル（別売）を使用して、スイッチのマイクロ USB コンソールポートを PC に接続するオプションもあります。

USB コンソールポートを使用するには、まず PC に USB ドライバをダウンロードする必要があります。 詳細については、33
ページの注記を参照してください。

RJ-45 コンソールポートと USB コンソールポートの両方を同時に使用することはできません。 USB コンソールポートがラ

イブ PC に接続されている場合、RJ-45 コンソールポートより優先されます。

デフォルトでは、RJ-45 コンソールポートはアクティブです（入力を受けつけます）。 USB コンソールポートをアクティブ

にするには、ライブ PC に接続します。 非アクティブタイマのために USB コンソールセッションが終了すると、RJ-45 コン

ソールポートが再びアクティブになり、ターミナルサーバを介したリモートアクセスが可能になります。 USB コンソール
ポートを再度アクティブにするには、USB コンソールポートを外し、ライブ PC に接続し直します。

• 帯域内：

ネットワーク上の PC または UNIX ステーションから Telnet を使用してコンソールにアクセスし、VT-100 端末エミュレー

タを使用してコンソールにアクセスします。 この方法では、帯域外コンソールアクセスまたは DHCP/Bootp を使用して、最

初に IP アドレスとサブネットマスクでスイッチを構成する必要があります。 IP アドレスと Telnet セッションの開始の詳細
については、第 3 章「スイッチ構成の開始」（38 ページ）を参照してください。 スイッチは、コンソールポートおよび帯域

内の Telnet コンソールセッションを通じて、1 つの帯域外コンソールセッションを同時にサポートできます。

11. ネットワークケーブルの接続

ネットワークデバイスまたはパッチパネルから、スイッチ上の固定 RJ-45 ポートまたはスイッチに取り付けられたトランシー

バにネットワークケーブルを接続します。 詳細については、インフラストラクチャの配線を参照してください。

情報とトポロジのスタッキング

スイッチに 2930M スタッキングモジュール（JL325A）が搭載されている場合、最大 10 個の 2930M スイッチを高速バックプ

レーンケーブルを介してスタックして、1 つの拡張仮想スイッチを構成できます。

スタッキングケーブルおよび接続は、スパニングツリーを含むレイヤ 2 またはレイヤ 3 ネットワークプロトコルおよび機能と

は独立して動作します。 スタックされた複数のスイッチは、単一の仮想スイッチとして動作し、スタックメンバーによって追

加のネットワークポートが提供されます。

スタッキングモジュールを取り付けずに初めて 2930M スイッチの電源を入れると、スタッキングは無効

になり、スイッチの実行コンフィギュレーションに保存されます。 その後、スタッキングモジュールを取

り付けたら、コンソール（CLI）コマンドスタッキング有効化を使用してスタッキングを有効にする必要

があります。
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2930M スイッチのスタックを設定するには：

手順

1. スタックされるすべてのスイッチの電源を切ります。

2. スタッキングモジュールをスイッチに取り付け、スタッキングケーブルを接続してスタッキングトポロジを作成します。

3. 各スイッチの電源を一度に 1 つずつオンにします。 電源を入れておくべき最初のスイッチは、スタックのコマンダーに
しておきたいスイッチです。 2 番目のスタックはスタックスタンバイになります。 他のスタックメンバーのメンバー ID
は、起動された順番によって決定されます。

チェーントポロジ

チェーントポロジは、スタックメンバーまたはスタッキングケーブル接続の失敗イベントの結果として発生する中間トポロジ
としてのみサポートされます。

リングトポロジ

リングトポロジでは、最大 10 個のスイッチを接続することもできます。 リングトポロジは、スイッチ間の通信が障害から遠

ざかる方向に継続するため、単一の障害からいくらか保護します。

図 14：典型的なリングトポロジ

図 15：壊れたリング障害のシナリオ

メッシュトポロジ

メッシュトポロジは 2930M ではサポートされていません。

ネットワークトポロジの例

このセクションでは、スイッチが実装されているいくつかのサンプルネットワークトポロジを示します。 その他のトポロジ情

報については、製品の Web サイト（http://www.hpe.com/networking/support）を参照してください。

スイッチは、次の図に示すように、エンドノード、プリンタ、その他の周辺機器、およびサーバが直接接続されているデスク
トップスイッチとして主に使用されるように設計されています。 エンドノードデバイスは、ストレートまたはクロスのツイス

トペアケーブルによってスイッチに接続されています。 スイッチ上の「IEEE Auto MDI / MDI-X」機能のために、いずれのケー

ブルタイプも使用できます。
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図 16：PoE/PoE+ を実装したデスクトップスイッチの例

上の図は、IP フォンや無線アクセスポイント（WAP）などのエンドデバイスに PoE/PoE+ 電源を供給するように構成されたス

イッチの例です。

この図に示すように、IP フォンは、スイッチとエンドデバイス（この場合は PC）との間で回線接続できます。 この図の IP
フォンには、1 つのインポートと 1 つのアウトポートがあります。 したがって、フォンはスイッチから音声と電源を受信し、

PC はフォンを介してスイッチにデータを送受信できます。

エンドノードデバイスは、ストレートまたはクロスのツイストペアケーブルによってスイッチに接続されています。 スイッチ

上の「IEEE Auto MDI / MDI-X」機能のために、いずれのケーブルタイプも使用できます。

図 17：セグメントスイッチとしての例

スイッチはセグメントスイッチとしても機能します。 つまり、高性能でネットワークセグメントの相互接続に使用できます。

これらのセグメントを構成するネットワークハブをスイッチに接続するだけで、他のスイッチに接続することもできます。

上記の図では、PC、プリンタ、およびローカルサーバが接続された 2 つの高速イーサネットハブが両方ともスイッチに接続

されています。 2 つのハブに接続されたデバイスは、スイッチを介して相互に通信できるようになりました。 また、スイッチ

上の 1000BASE-T ポートに接続されているサーバと通信することもできます。

スイッチには IEEE Auto MDI / MDI-X の機能があるため、スイッチとハブ間、およびスイッチとエンドノードまたはサーバ間

の接続は、カテゴリ 5 ストレートまたはクロスツイストペアケーブルを使用できます。
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カテゴリ 3 または 4 のケーブルは、接続が 10 Mbps の場合にのみ使用できます。 いずれの場合も、この機能が動作するにはリ

ンク特性をアートネゴシエーションするようにデバイスポートを構成する必要があります。

スイッチは、スイッチに搭載された Gigabit-SX、-LX、または -LH トランシーバに接続された光ファイバケーブルを介して、

ネットワークバックボーンに接続できます。 現在、これらのネットワークセグメント上のすべてのデバイスは、ネットワーク

バックボーン上の他の場所に接続されている他のネットワークリソースにアクセスできます。
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図 18：PoE/PoE+ を実装するセグメントスイッチとしての例

図 19：バックボーンスイッチへの接続例

2930M-24G
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無線 PCおよび周辺機器
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ギガビット
イーサネット

NIC搭載サーバ

3810M 48G
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ギガビットリンク（100メートル以上の
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イーサネット
NIC搭載サーバ

ギガビット
イーサネット

NIC搭載サーバ

2930M-24Gスイッチ

ファストイーサネットスイッチ ファストイーサネットスイッチ

ギガビット
イーサネット
NIC搭載サーバ

および周 機器

PCおよび周辺機器
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たとえば、Aruba 5406R zl スイッチを使用して、小さなワークグループスイッチを相互に接続して、より大きなネットワーク

を形成することができます。 このネットワーク内のすべてのデバイスは、お互いやキャンパスバックボーンとも通信できま

す。 帯域幅のニーズに応じて、スイッチ間のリンクは 1G または 10G で実行でき、適切な SFP/SFP+ トランシーバでコッパー

または光ファイバケーブルを使用します。 帯域幅と冗長性を高めるため、リンクを集約することもできます。
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この章では、スイッチの設定画面を使用してスイッチに IP（インターネットプロトコル）アドレスとサブネットマスクをす

ばやく割り当て、管理者パスワードを設定し、その他の基本機能を構成する方法について説明します。

スイッチコンソールおよび Web ブラウザインターフェイスや SNMP 管理ツール Aruba IMC などのその他のスイッチ管理イン

ターフェイスの使用方法の詳細については、Hewlett Packard Enterprise の Web サイト http:// www.hpe.com/networking/support を
参照してください。

推奨最小構成

工場出荷時の構成では、スイッチに IP（インターネットプロトコル）アドレスとサブネットマスクはなく、パスワードもあ

りません。

ネットワーク（帯域内データポートまたは帯域外管理ポート）接続を介してスイッチを管理するには、まずネットワークと互
換性のある IP アドレスとサブネットマスクを使用してスイッチを構成する必要があります。

また、コンソールパスワードと Web ブラウザインターフェイスからのアクセス権を制御するために、マネージャパスワード

を構成する必要があります。 スイッチ設定画面の他のパラメータは、デフォルト設定のままにすることも、新しい値で構成す

ることもできます。

スイッチのコンソールインターフェイスを使用して、次のような多くのスイッチ機能を構成できます。

• スイッチのパフォーマンスの最適化

• ネットワークトラフィック制御の強化

• ネットワークセキュリティの向上

• スタッキングの有効化

スイッチ上で IP アドレスを構成すると、次のいずれかの方法でこれらの機能をより便利に管理できます。

• リモート Telnet セッション

• ウェブブラウザインターフェース

• IMC のようなネットワーク管理プログラムを実行する SNMP ネットワーク管理ステーション。

IP アドレスの有無にかかわらず使用可能なスイッチ機能の一覧については、Hewlett Packard Enterprise の Web サイトの「管理

および構成ガイド」の「IP アドレス指定がスイッチの動作に与える影響」を参照してください。

IP アドレッシングの詳細については、「管理および構成ガイド」の「IP 構成」を参照してください。

コンソールポート接続による最小構成

ネットワーク管理とパスワード保護のためにスイッチを最小限に構成する最も簡単で簡単な方法は、コンソールポートを介し
た直接（帯域外）接続を使用してコンソールセッションを開始し、スイッチ設定画面にアクセスすることです。

デフォルトでは、スイッチは DHCP または Bootp サーバから IP アドレス構成を取得するように構成され

ています。 「コンソールポート接続による最小構成」で説明した手動構成方法の代わりに DHCP/Bootp を

使用するには、Hewlett Packard Enterprise の Web サイトの「管理と構成ガイド」の「DHCP/Bootp 操作」を

参照してください。

第 3 章
スイッチ構成の概要
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手順

1. 「管理コンソールの構成」の説明に従って、管理コンソールを構成します。

2. コンソール接続の設定で説明されている手順に従って、コンソールポート経由でコンソール接続を設定します。 2930M
コマンドラインプロンプトはコンソール画面に表示され、通常はスイッチのモデル番号（たとえば、Aruba 2930M ＃）で
表示されます。

3. プロンプトが表示されたら、setup コマンドを入力して［スイッチ設定］画面を表示します。 次の図は、デフォルト設定
のセットアップ画面を示しています。

図 20：CLI スイッチの設定画面の例

4. Tab キーを使用して、[ マネージャパスワード ] フィールドを選択し、マネージャパスワードを入力します。

5. ［IP Config（DHCP/Bootp）］フィールドに移動し、スペースバーを使用して手動オプションを選択します。

6. ［IP アドレス］フィールドに移動して、ネットワークと互換性のある IP アドレスを入力します。

7. [ サブネットマスク ] フィールドに移動して、ネットワークのサブネットマスクを入力します。

8. Enter キーを押してから、S（保存）を押します。

設定画面には以下のフィールドが表示されます。 これらのフィールドの詳細については、Hewlett Packard Enterprise の Web サ

イト（http://www.hpe.com/networking/support）にある管理および構成ガイドを参照してください。

パラメータ デフォルト

システム名 ブランク オプション。スペースを含む最大 48 文字

システムの連絡先 ブランク オプション。スペースを含む最大 48 文字
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コンソール接続の設定

コンソールポート（帯域外）接続を介してスイッチにアクセスするには、RJ-45 またはマイクロ USB コンソールケーブルを接

続します。

マネージャー
パスワード

ブランク 推奨 ; 最大 64 文字（空白なし）

デフォルトログオン CLI デフォルト設定では、コンソールアクセス用のコマンドラ
インインターフェイスが選択されます。 代わりは、メニュー
インターフェイスです。

タイムゾーン 0（なし） オプション。 1440 ～ -1440。 あなたの所在地が西側（ - ）ま
たは東側（+）GMT の分数です。

コミュニティ名 パブリック デフォルト設定を推奨します。

スパニングツリーを
有効にします

いいえ STP がネットワーク上ですでに動作しているか、スイッチ
が複雑なネットワークトポロジで使用されている場合を除
き、デフォルト設定を推奨します。

デフォルト
ゲートウェイ

ブランク オプション。ネットワークトラフィックがオフサブネット
の宛先に到達できる必要がある場合は、ネクストホップ
ゲートウェイノードの IP アドレスを入力します。

時間同期方法 なし オプション。スイッチが時間信号を取得するために使用す
るプロトコル。 オプションは、NTP、SNTP、および TimeP
です。

TimeP モード 無効 オプション。スイッチが TimeP サーバアドレスを取得する
ために使用する方法。

IP 構成（DHCP/Bootp） DHCP/Bootp DHCP/Bootp サーバーが IP アドレスを構成するためにネッ
トワーク上で使用されていない場合は、手動で構成します。

IP アドレス xxx.xxx.xxx.xxx 推奨 ; IP 構成を手動に設定した場合は、ネットワークと互
換性のある IP アドレスを入力してください。

サブネットマスク xxx.xxx.xxx.xxx

スイッチに割り当てられた IP アドレスとサブネットマスクは、ネットワークで使用されている IP
アドレスと互換性がなければなりません。

パラメータ デフォルト
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管理コンソールの設定

コンソールポート接続を介してスイッチを管理するコンソールを設定するには、次の手順を実行します。

1. PC 端末エミュレータを DEC VT-100（ANSI）端末として構成するか、VT-100 端末を使用します。

2. 以下の構成で端末を設定します。

o 1200 ～ 115200 の任意のボーレート（スイッチはスピードを感知します）。

o 8 データビット、1 ストップビット、パリティなし、Xon/Xoff に設定されたフロー制御

o Windows ターミナルプログラムの場合は、「機能、矢印、および Ctrl キーを Windows 用に使用する」オプションも
無効にします（チェックを外す）。

構成設定の異なる管理コンソールを使用する場合は、端末とスイッチの両方の構成を次の順序で再構成して、両方の構成が互
換性があるようにしてください。

1. スイッチを再構成し、新しい設定を保存します。

2. コンソールセッションを終了します。

3. 端末を再構成し、新しい設定を保存します。

4. 新しいコンソールセッションを開始します。

スタッキング構成

スタッキングモジュールは、スイッチの電源を初めて投入したときにスタッキングモジュールが取り付けられている場合、デ
フォルトで有効になっています。 スイッチの電源投入時にスタッキングモジュールが取り付けられていない場合、モジュール

の取り付け時にスタッキングは無効になります。 この場合、背面およびグローバルステータス LED とスタッキングモジュー

ルステータス LED はすべて、ゆっくりと橙色に点滅します。 LED がこのような動作を示すときにスタッキングを有効にする

には、スイッチの CLI から stacking enable コマンドを実行します。

帯域内または帯域外のネットワーク接続を使用してスイッチを管理するには、帯域外コンソール接続を使
用して、スイッチに IP アドレスとサブネットマスクを最小限に構成する必要があります。 詳細について

は、コンソールポート接続による最小構成を参照してください。



50 Aruba 2930M スイッチ

次に行う事：ネットワーク接続

スイッチにマネージャパスワード、IP アドレス、およびサブネットマスクを構成した後、次のようなネットワーク接続から

スイッチを管理できます。

• Telnet を装備した PC（Telnet セッションの開始を参照）。

• Web ブラウザインターフェイス（Web ブラウザセッションの開始を参照）。

• SNMP ベースのネットワーク管理ステーションは、IMC のようなツールを使用しています。

これらの管理インターフェイスと、スイッチで構成できるすべての機能の詳細については、Hewlett Packard Enterprise の Web
サイトのスイッチの「管理および構成ガイド」を参照してください。

2930M スイッチでは、次のタイプのネットワーク接続がサポートされています。

• 専用管理ポートによる帯域外ネットワーク接続：RJ-45 ネットワークケーブルを管理ポートに接続して、リモート PC また

は UNIX ワークステーションから Telnet 経由で 2930M スイッチを管理します。 このポートを使用するには、スイッチに IP
アドレスが必要です。 IP 設定は、コンソールポート接続（コンソールポート接続による最小構成を参照）または DHCP/Bootp
サーバーから自動的に構成することができます。

管理ポートを介したネットワーク化された帯域外接続により、物理的および論理的に別個の管理ネットワークからデータ
ネットワークスイッチを管理できます。 詳細については、http // www.hpe.com/networking/support にある「管理および構成

ガイド」の付録「ネットワーク帯域外管理（OOBM）」を参照してください。

• スイッチ上のデータポートを介した帯域内ネットワーク接続：VT-100 端末エミュレータを備えた PC または UNIX ワーク

ステーションをスイッチデータポートに直接接続します。 次に、ワークステーションから Telnet 経由でスイッチにアクセス
します。

Telnet を使用するには、スイッチに IP アドレスが必要です。 IP 設定は、コンソールポート接続（コンソールポート接続に

よる最小構成を参照）または DHCP/Bootp サーバーから自動的に構成することができます。

スイッチ管理用の帯域内ネットワーク接続および帯域外ネットワーク接続の詳細については、スイッチの管理および構成
ガイド（http://www.hpe.com/networking/support）のリモートスイッチ管理のための IP アドレスの使用を参照してください。

リモートスイッチ管理に IP アドレスを使用する

スイッチの IP アドレスは、スイッチと同じまたは異なるサブネット上の任意の PC からスイッチを管理するために使用できま

す。 ネットワーク接続（帯域内または帯域外）接続では、Telnet セッションまたは標準 Web ブラウザを使用してスイッチを管

理できます。

Telnet セッションの開始

Telnet セッションを介してスイッチにアクセスするには、次の手順を実行します。

手順

1. スイッチに IP アドレスが設定されていること、およびスイッチに Telnet セッションを実行している PC から到達可能で

あることを確認します（たとえば、スイッチの IP アドレスへの Ping コマンドの使用）。

2. スイッチと同じサブネット上にある PC で Telnet プログラムを起動し、スイッチの IP アドレスに接続します。

3. 著作権ページと「続行するには、いずれかのキーを押してください」というメッセージが表示されます。 キーを押すと、
スイッチコンソールコマンド（CLI）プロンプトが表示されます（たとえば、Aruba 2930M ＃）。

2930M スイッチは、専用の管理ポートまたはスイッチ上のデータポートを通じて、コンソールポート経由

で 1 つの帯域外シリアルコンソールセッションと、最大 6 つの帯域内 Telnet/TCP（ネットワーク）セッ

ションを同時にサポートできます。
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ヘルプを入力するか？プロンプトで実行できるコマンドのリストを表示します。 コマンドの後にヘルプを入力すると、コマン

ドに関する詳細なコンテキストヘルプ情報が表示されます。 任意のコマンドを入力した後に？コマンドを入力すると、その時

点で使用可能なオプションのリストが表示されます。

Web ブラウザセッションの開始

2930M スイッチは、Web ブラウザを実行し、スイッチの IP アドレスを URL として入力することにより、ネットワーク上の

任意の PC またはワークステーションからアクセスできるグラフィカルインターフェースを通じて管理できます。 このイン

ターフェイスを使用可能にするために追加のソフトウェアのインストールは必要ありません。スイッチのオンボードソフト
ウェアに含まれています。 

次の図は、一般的な Web ブラウザのインターフェイス画面を示しています。

図 21：Web ブラウザのインターフェイス画面

Web ブラウザインターフェイスの使用方法の詳細については、Hewlett Packard Enterprise の Web サイト（http://www.hpe.com/
networking/support）にある「管理および構成ガイド」を参照してください。

また、Web ブラウザインターフェイス用の広範なヘルプ・システムも利用できます。 ヘルプシステムにアクセスするには、ス

イッチがインストールされているサブネットがインターネットにアクセスできる必要があります。または、IMC をサブネッ

ト上のネットワーク管理ステーションにインストールする必要があります。
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この章では、次のコンポーネントの取り外しと取り付けの方法を説明します。

• 電源

• スタッキングモジュール

• アップリンクポートモジュール

電源装置の交換

2930M スイッチが冗長電源で構成されている場合、電源装置に障害が発生してもスイッチはトラフィックやパフォーマンス

を損なうことはありません。 できるだけ早く故障したコンポーネントを交換してください。 PS（電源装置）LED がスイッチの

障害 LED と同時に点滅し、電源装置が故障したことを示します。

AC 電源装置を取り外すには：

手順

1. 障害のある電源装置のコネクタから AC 電源ケーブルを取り外します。

2. 障害の発生した電源装置のハンドルをつかみ、ラッチハンドルを締めてロック機構を解除し、障害のある電源機構を取
り外します。

図 22：故障した電源装置の交換

スタッキングモジュールとアップリンクモジュールはホットスワップ対応ではありません。 ユーザはアッ

プリンクモジュールを省電力モードにしてスワップし、それを省電力モードから取り出すことができま
す。

2930M スイッチとそのコンポーネントは静電気に敏感です。 静電気防止用リストストラップを使用し、コ

ンポーネントを交換するときはすべての静電気予防措置を守ってください。

電源装置を取り外してから再取り付けする必要がある場合は、再インストールする前に少なくとも 5 秒

待ってください。 スイッチが破損する可能性があります。 電源装置は、保持されている電力を逃がすため

にこの時間を必要とします。

第 4 章
コンポーネントの交換概要
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3. 新しい電源装置を挿入します。 ロック機構がロックするまで、スライドさせてください。

スタッキングモジュールの交換

2930M スタッキングモジュールはホットスワップ対応ではありません。 モジュールを交換する前に、スイッチの電源をオフに

する必要があります。 スタッキングモジュールを交換するには：

手順

1. スタッキングモジュールの交換が必要なスイッチの電源を切ります。

2. 新しいスタッキングモジュールをパッケージから取り出し、ボード上の回路に触れないように注意します。

3. 故障したモジュールからスタッキングケーブルを外します。 ケーブルの他端にあるスイッチからケーブルを取り外す必
要はありません。

4. モジュールの 2 本の固定ネジを緩め、モジュールをまっすぐ引き出します。

5. 次のように、新しいスタッキングモジュールをスロットに完全に挿入します。 モジュールのフェイスプレートは、スイッ
チの背面と面一になります。

図 23：スタッキングモジュールの交換。

6. 固定ネジを締めて締めます。 ネジを締めすぎないように注意してください。

7. スタッキングケーブルを再接続します。

8. スイッチの電源を入れ、モジュールがセルフテストにパスしたことを確認します。 正しく取り付けられたことを示すLED
の LED 動作については、LED の動作を参照してください。

アップリンクポートモジュールの交換

2930M アップリンクポートモジュールはホットスワップ対応ではありません。 

以下の適切なオプションを使用してモジュールを非アクティブにします。

表 19：障害の発生した電源装置の交換：ラベルと説明

ラベル 説明

1 ロック機構

2 ハンドル
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• 同じ J 番号で交換する場合は、次のいずれかのコマンドを使用してモジュールの電源をオフにします。

o スタッキングが有効な場合：savepower flexible-module member<ID>

o スタッキングが無効の場合：savepower flexible-module A

• 別の J 番号で置き換える場合は、次のいずれかのコマンドを使用してモジュールを取り外します。

o スタッキングが有効な場合：member <ID> flexible-module A remove

o スタッキングが無効の場合：flexible-module A remove

アップリンクポートモジュールを交換するには：

手順

1. 新しいアップリンクポートモジュールをパッケージから取り出し、ボード上の回路に触れないように注意します。

2. 故障したモジュールからケーブルと取り付けられているトランシーバをすべて取り外します。 ケーブルの他端にあるス
イッチからケーブルを取り外す必要はありません。

3. モジュールの 2 本の固定ネジを緩めます。

4. 2 本の留めネジを手前に引き、モジュールを外し、まっすぐ引き出します。

5. 次のように、新しいアップリンクポートモジュールをスロットに完全に挿入します。 モジュールのフェースプレートは、
スイッチの前面と面一になります。

6. 固定ネジを締めて締めます。 ネジを締めすぎないように注意してください。

図 24：アップリンクポートモジュールの交換

7. 同じ J 番号で交換する場合は、次のいずれかのコマンドでモジュールの電源を入れます。 別の J 番号で置き換える場合
は、この手順をスキップしてください。

a. スタッキングが有効な場合：savepower flexible-module member<ID>

b. スタッキングが無効の場合：no savepower flexible-module A

8. モジュールがセルフテストにパスしていることを確認します。 正しく取り付けられたことを示すLEDのLED動作につい
ては、LED の動作を参照してください。
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この章では、主にハードウェアの観点からスイッチのトラブルシューティングを行う方法について説明します。 フル機能のコ

ンソールインターフェイス、組み込み Web ブラウザインターフェイス、IMC（SNMP ベースのネットワーク管理ツール）な

ど、スイッチで使用可能なソフトウェアツールを使用して、スイッチの詳細なトラブルシューティングを行うことができま
す。 詳細については、Hewlett Packard Enterprise の Web サイト http://www.hpe.com/networking/support にある「2930M 管理およ

び構成ガイド」の「トラブルシューティング」の章を参照してください。 この Web ページをブックマークしておけば、簡単

にアクセスできます。

この章では、次の項目について説明します。

• トラブルシューティングのヒント

• LED による診断

• プロアクティブネットワーキング

• ハードウェア診断テスト

• 工場出荷時のデフォルト構成の復元

• 新しいスイッチソフトウェアのダウンロード

トラブルシューティングのヒント

ほとんどの問題は、次のような状況によって発生します。 トラブルシューティングを開始するときは、まずこれらの項目を確

認してください。

• 固定全二重構成のデバイスへの接続：RJ-45 ポートは「自動」として構成されています。 つまり、接続されたデバイスに接

続する場合、スイッチはリンクスピードと通信モード（半二重または全二重）を判別する 2 つの方法のいずれかで動作し

ます。

o 接続されたデバイスも自動に構成されている場合、スイッチはリンクスピードと通信モードの両方を自動的にネゴ
シエートします。

o 接続されたデバイスが固定構成（たとえば 100 Mbps、半二重または全二重）の場合、スイッチは自動的にリンクス

ピードを検出しますが、デフォルトで半二重の通信モードになります。

スイッチはこのように（IEEE 802.3 規格に準拠して）動作するため、スイッチに接続されたデバイスが全二重で固定構成を
持つ場合、デバイスはスイッチに正しく接続されません。 その結果、エラー率が高くなり、スイッチとデバイス間の通信が

非常に非効率になります。

スイッチに接続されているすべてのデバイスが、自動ネゴシエーションするように構成されていること、または対応する
スイッチポートで構成されているスピードおよび全二重設定に一致するように構成されていることを確認します。

• ケーブルの不良または緩み：接続が緩んでいるか、不良であるかを確認してください。 表示されている場合は、接続が適切
であることを確認してください。 それでも問題が解決しない場合は、別のケーブルを試してください。

• 非標準ケーブル：標準以外のケーブルやケーブルの配線が不適切な場合、ネットワークの衝突やその他のネットワークの
問題が発生し、ネットワークのパフォーマンスが著しく低下する可能性があります。 カテゴリ 5 以上のケーブルテスタは、

100Base-TX および 1000Base-T ネットワークインストールごとに推奨されるツールです。

• ポート構成の確認：スイッチ上のポートが、構成管理上無効になっているため、期待どおりに動作していない可能性があ
ります。 また、ポート上で動作するプロトコル（ダイナミック VLAN）または LACP（動的トランキング）によって「ブ

ロッキング」状態に置かれる場合もあります。 たとえば、スパニングツリー、GVRP、LACP、およびその他の機能の通常
の動作により、ポートはブロッキング状態になる可能性があります。

スイッチのコンソールを使用してポートの構成を確認し、ポートに影響を与える可能性のあるスイッチ機能が不適切また
は望ましくない構成でないことを確認します。 詳細については、使用スイッチの「管理および構成ガイド」（http://
www.hpe.com/networking/support）を参照してください。

第 5 章
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LED による診断

表 20：スイッチの LED エラーインジケータ

グローバル

ステータス
LED シャーシステータス モード / ステータス FP/IM

ポート
LED シャーシの背面

診断の

ヒントを

参照

AUX

ポート

背面
LED Usr PoE Spd SPSU

スタッキング

モジュール

スタッキン

グポート

オフ * オフ * * * * * * * * 1

橙色に点灯 * 緑色に点
灯

* * * * * * * * 2

ゆっくりと
橙色に点滅

* 緑色に点
灯

* * * ゆっく
りと橙
色に点
滅 **

ゆっく
りと橙
色に点
滅 **

緑色に
点灯

ゆっくりと橙
色に点滅 **

ゆっくりと
橙色に点滅
**

3

ゆっくりと
橙色に点滅

* ゆっくり
と橙色に
点滅

* * * * * * * * 4

ゆっくりと
橙色に点滅

* 緑色に点 * * * * ゆっく
りと橙
色に点
滅

* * * 5

緑色に点灯 * 緑色に点
灯

* * * * オフ 緑色に
点灯

緑色に点灯 緑色に点灯 6

緑色に点灯 * 緑色に点
灯

* * * * ハーフ
ブライ
トで緑
色に点
灯

緑色に
点灯

緑色に点灯 緑色に点灯 7

ゆっくりと
橙色に点滅

* ゆっくり
と橙色に
点滅

* * * * * 緑色に
点滅

* * 8

ゆっくりと
橙色に点滅

* 緑色に点
灯

* * * * * 緑色に
点灯

* * 9

ゆっくりと
橙色に点滅

* * ゆっく
りと橙
色に点
滅

* * ゆっく
りと橙
色に点
滅 **

* * * 10

ゆっくりと
橙色に点滅

* ゆっくり
と橙色に
点滅

* * * * * 緑色に
点灯 *

* * 11

1 
* この LED は診断に重要ではありません。
** モジュールがある場合

*** モードを PoE モードに選択
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診断のヒント

ヒント 問題 解決方法

1 スイッチがアクティブな AC 電源に接続されていない
か、スイッチの電源装置が故障している可能性があり
ます。 トップがオフの場合、スイッチの電源は入りま
せん。

1.  電源コードが有効な電源とスイッチに接続され

ていることを確認します。 これらの接続がぴった

りであることを確認してください。

2. 電源コードを抜き差ししてスイッチの電源を入
れ直してみてください。

3. 電源 LED がまだ点灯していない場合は、別のデ
バイスをコンセントに接続してAC電源が動作し
ていることを確認します。 または、スイッチを別
のコンセントに接続するか、別の電源コードを試
してみてください。

電源と電源コードが正常でこの状態が続く場合は、ス
イッチの電源装置が故障している可能性があります。 
Hewlett Packard Enterprise の正規販売代理店にお電話く
ださい。

2 スイッチのハードウェア障害が発生しています。 すべ
ての LED は無期限に点灯します。

スイッチの電源を入れ直してみてください。 障害の表
示が再発すると、スイッチが故障している可能性があ
ります。 Hewlett Packard Enterprise の正規販売代理店に
お電話ください。

3 セルフテスト中にスイッチにソフトウェア障害が発生
しました。

1.  スイッチ前面のリセットボタンを押すか、スイッ

チの電源を入れ直して、スイッチをリセットして
みてください。

2. 障害の表示が再発する場合は、コンソールにス
イッチを接続し（第 2 章を参照）、9600 ボーで動
作するように構成します。 次に、スイッチをリ
セットします。 コンソール画面とコンソールログ
にエラー状態を示すメッセージが表示されます。
コンソールのメインメニューからコンソールロ
グを選択すると、その時点でコンソールログを表
示できます。

この問題を解決するために必要な場合は、Hewlett 
Packard Enterprise の認定ネットワークリセラーにお問
い合わせください。

4 1 つ以上のスイッチ冷却ファンが故障している可能性
があります。

スイッチの電源を切断し、しばらくお待ちください。 
その後、スイッチに電源を再接続し、LED を再度確
認してください。 エラーの表示が再発すると、1 つ以
上のファンが故障しています。 Hewlett Packard 
Enterprise の正規販売代理店にお電話ください。



58 Aruba 2930M スイッチ

5 LED が点滅しているネットワークポートにセルフテ
ストまたは初期化の失敗が発生しています。

スイッチの電源を入れ直してみてください。 障害の表
示が再発すると、スイッチポートが故障している可能
性があります。 Hewlett Packard Enterprise の正規販売代
理店にお電話ください。

ポートがプラグ対応の SFP/SFP+ ユニットの場合は、
スイッチでサポートされているプラ  グインの 1 つで
あることを確認します。サポートされていないプラグ
インはこの障害状態で識別されます。 注意：ご使用の
スイッチでサポートされている純正の Hewlett Packard 
Enterprise トランシーバのみを使用してください。

ポートが故障していることを確認するには、SFP/
SFP+ を取り外して再取り付けしてください。 スイッ
チの電源を切ることなく、これを行うことができま
す。 ポート障害の表示が再発する場合は、SFP/SFP+ ユ
ニットを交換する必要があります。

ヒント 問題 解決方法
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6 ネットワーク接続が正常に動作していません。 次の手順を試してください。

• 示されたポートについては、スイッチと接続されて
いるデバイスのケーブルの両端が正しく接続され
ていることを確認します。

• 接続されているデバイスとスイッチの電源が入っ
ていて、正常に動作していることを確認してくださ
い。

• 接続に正しいケーブルタイプを使用していること
を確認します。

o 固定 10/100 または 10/100/1000 ポートへのツイ

ストペア接続の場合、ポートが「自動」（自動

ネゴシエーション）に設定されている場合、ス

イッチの「Aruba Auto-MDIX」機能と「10/100/

1000-T ポート」の Auto MDI/MDI-X 機能のため

に、ストレートケーブルまたはクロスケーブル

を使用できます。

スイッチのポート構成が固定構成オプ
ション（100 Mbps / 全二重）のいずれか
に変更された場合、ポートは MDI-X とし
てのみ動作します。接続に正しいタイプ
のケーブルを使用してください。 一般に、
エンドノード（MDI ポート）をスイッチ
に接続するには、ストレートケーブルを
使用します。ハブ、他のスイッチ、およ
びルータの MDI-X ポートに接続する場合
は、クロスケーブルを使用します。

o 光ファイバ接続の場合は、スイッチの送信ポー

トが接続デバイスの受信ポートに接続され、ス

イッチの受信ポートが接続デバイスの送信ポー

トに接続されていることを確認します。

• 1000Base-T 接続の場合は、ネットワークケーブル

が IEEE 802.3ab 規格に準拠していることを確認し

てください。 ケーブルは、ANSI / TIA / EIA-568-A-5
仕様に従って設置する必要があります。 ケーブル

テストは、減衰、近端漏話、遠端漏話、等レベル遠
端漏話（ELFEXT）、多重妨害 ELFEXT、および反

射減衰に関する前記の制限に従う必要があります。

ケーブル検証プロセスには、スイッチを含むすべて
のエンドデバイスからケーブル配線パスのパッチ
パネルまでのすべてのパッチケーブルが含まれて
いる必要があります。

ヒント 問題 解決方法
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• スイッチの構成変更によってポートが無効にされ
ていないことを確認します。

コンソールインターフェイスを使用するか、スイッ
チ上で IP アドレスを構成している場合は、Web ブ

ラウザインターフェイスまたは IMC ネットワーク

管理ソフトウェアを使用してポートの状態を判断
し、必要に応じてポートを再度有効にします。

• スイッチのポート構成が、接続されているデバイス
の構成と一致していることを確認します。 たとえ

ば、スイッチポートが「自動」として構成されてい
る場合、接続されているデバイスのポートも「自
動」として構成する必要があります。 ポートの種

類、ツイストペア、または光ファイバに応じて、構
成が一致しない場合、結果は非常に信頼性の低い接
続であるか、まったくリンクできません。

• 他の手順でも問題が解決しない場合は、別のポート
または別のケーブルを使用してみてください。

7 ポートまたはリモートリンクパートナーが正しく構成
されていないか、スパニングツリー、LACP、または
GVRP 機能などのプロトコルの通常の操作によって、
ポートが「ブロッキング」状態になっている可能性が
あります。

• 接続の反対側のデバイスがスイッチへの良好なリ
ンクを示していることを確認する必要があります。

そうでない場合は、デバイス間の配線、ケーブル上
のコネクタ、またはケーブルのリモート側のデバイ
スの構成に問題がある可能性があります。

• スイッチのコンソールを使用して、ポートが管理上
無効になっているか、1 つまたは複数のプロトコル

の通常動作によって「ブロッキング」状態になって
いるかどうかを確認するために、ポートの構成を確
認します。

o show interfaces コマンドを使用してポートス

テータスを確認し、ポートが「無効」に構成さ

れているかどうかを確認します。

o スイッチの構成を確認して、ポート上で動作し

ているプロトコルを確認します。 適切な機能の

show コマンドを使用して、ポートが「ブロッ

キング」状態になっているかどうかを確認しま

す。

• ソフトウェアのトラブルシューティングのヒント
については、http:// www.hpe.com/networking/
support のスイッチの「管理および構成ガイド」

の「トラブルシューティング」の章を参照してく
ださい。

8 冗長電源装置に障害が発生しています。 少なくとも 1 つの電源装置が正しく動作している必要
があります。 電源装置がアクティブな電源に接続され
ていることを確認します。 これが OK であっても LED
がまだ点滅している場合は、電源装置が故障している
可能性があります。 電源装置のプラグを抜き、5 秒間
放置して残量がなくなるまで待ってから、電源装置を
接続します。 障害ライトがまだ点滅している場合は、
電源装置を交換してください。

9 スイッチが過熱しています。 ファンが正しく機能していることを確認してくださ
い。

ヒント 問題 解決方法



第 5 章　トラブルシューティング 61

10 ポートに内部ハードウェア障害が発生している可能性
があります。 ポートが PoE 電源を拒否されている可能
性があります。 ポートが外部 PD 障害を検出している
可能性があります。

ポートでハードウェア障害が発生していないか確認し
てください。スイッチを再起動する必要があります。 
PoE の正しい構成と割り当てについては、ポートを確
認してください。 また、外部 PD に障害がないか
チェックしてください。

11 冗長電源がアクティブな AC 電源に接続されていませ
ん。

（少なくとも 1 つの電源装置が正常に動作している必
要があります）。使用している国 / 地域のサポートさ
れている電源コードを使用して、電源の入っていない
電源装置を AC 電源に接続します。

表 21：スタックされたスイッチおよびスタッキングモジュールの LED エラーインジケータ

グローバル

ステータス LED

シャーシの

ステータス背面
LED

モード /

ステータス Usr ポート LED シャーシの背面

診断のヒントを

参照

スタッキングモ

ジュール

スタッキング

ポート

緑色に点灯 オフ 緑色に点灯 Off 緑色に点灯 Off 1

ゆっくりと橙色
に点滅

ゆっくりと橙色
に点滅

緑色に点灯 ゆっくりと緑色
に点滅 - メン
バー

速く緑色に点滅 
- コマンダー

ゆっくりと橙色
に点滅 - 他の断
片のメンバー

ゆっくりと橙色
に点滅

Off 2

ゆっくりと橙色
に点滅

ゆっくりと橙色
に点滅

緑色に点灯 ゆっくりと緑色
に点滅 - メン
バー

速く緑色に点滅 
- コマンダー

緑色に点灯 - ス
タッキング接続
の良好なメン
バー

ゆっくりと橙色
に点滅 - スタッ
キングが不十分
なメンバー

ゆっくりと橙色
に点滅

ゆっくりと橙色
に点滅

3

ゆっくりと橙色
に点滅

ゆっくりと橙色
に点滅

緑色に点灯 Off ゆっくりと橙色
に点滅

Off 4

ヒント 問題 解決方法
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ゆっくりと橙色
に点滅

ゆっくりと橙色
に点滅

緑色に点灯 ゆっくりと緑色
に点滅 - メン
バー

速く緑色に点滅 
- コマンダー

ゆっくりと橙色
に点滅 - 他の断
片のメンバー

リンクが壊れて
いる場合は、
ゆっくりと橙色
に点滅します。

リンクが壊れて
いる場合は、
ゆっくりと橙色
に点滅します。

5 & 6

緑色に点灯 緑色に点灯 ゆっくりと緑色
に点滅 - メン
バー

速く緑色に点滅 
- コマンダー

緑色に点灯 緑色に点灯 7

緑色に点灯 緑色に点灯 ゆっくりと緑色
に点滅 - メン
バー

速く緑色に点滅 
- コマンダー

緑色に点灯 緑色に点灯 8

表 21：スタックされたスイッチおよびスタッキングモジュールの LED エラーインジケータ

グローバル

ステータス LED

シャーシの

ステータス背面
LED

モード /

ステータス Usr ポート LED シャーシの背面

診断のヒントを

参照

スタッキングモ

ジュール

スタッキング

ポート
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表 22：スタックエラーの診断のヒント

ヒント 問題 解決方法

1 スイッチでスタッキングが無効になっています。 1. （オプション）管理コンソールの接続の説明に
従って、コンソールケーブルをスイッチに接続
し、コンソールセッションを確立します。

2. CLI 構成コンテキストで、次のコマンドを入力し
ます。stacking enable

3. スイッチの LED を再確認します。

• ポートLEDをスタッキングして緑色に戻しま

す。

• ユーザモードのポート LED はすべて緑色で

す。

緑色の LED がゆっくりと点滅すると、ス
タッキングメンバー ID が表示されます。

速く緑色に点滅する LED は、そのシャー
シのコマンダーメンバー ID を表します。

他の緑色に点灯する LED は、他のスタッ
キングメンバーを表します。

2 スイッチの電源が入っている間にスタッキングモ
ジュールがスイッチに取り付けられました。 ホットイ

ンストールはサポートされていません。

スイッチをリセットまたは電源を入れ直して再起動し
ます。 再起動後、モジュールは正しく認識され、スイッ

チによってサポートされ、動作可能になります。

スタッキングモジュールの取り付けまたは取り外しを
行うときは、スイッチの電源をオフにする必要があり
ます。

3 これらの問題の 1 つが存在します。

• リンク LED が橙色で点滅しているスタッキング

ポートに接続されているスタッキングケーブルは、
遠端で接続されていません。

• 機能していたリンクでスタッキングリンク障害が
発生：

o スタッキングケーブルの反対側のスイッチの電

源がオフになっています。

o スタッキングケーブルのもう一方の端にあるス

イッチでは、スタッキング機能は無効になって

います。

o スタッキングリンクの反対側のスタッキングモ

ジュールまたはスイッチに障害が発生しまし

た。

o スタッキングケーブルに障害があります。

スタッキングケーブルがリンクの両端に完全に接続さ
れていることを確認します。

装置の障害が発生した場合は、接続の反対側のデバイ
スの LED を参照してください。

運用中のスタックでこのエラーが発生した場合は、新
しいスタックコマンダーの選定、場合によっては

新しいスタンバイの選定を含むスタック構成の変更が
発生する可能性があります。 詳細については、スイッ

チの OS バージョンの、「HPE ArubaOS スイッチアドバ

ンスドトラフィック管理ガイド」の「スタック管理」
の章を参照してください。

この問題を解決するために必要な場合は、Hewlett
Packard Enterprise の認定ネットワークリセラーにお問

い合わせください。
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4 このスイッチのスタッキングモジュールに障害が発生
しました。 スタッキングモジュール LED が橙色でゆっ
くり点滅している可能性があります。

1. スイッチ前面のリセットボタンを押すか、スイッ
チの電源を入れ直して、スイッチをリセットして
みてください。

2. 障害表示が再発する場合は、スタッキングモ
ジュールを交換する必要があります。

このエラーは、新しいスタックコマンダーの選定、場
合によっては新しいスタンバイの選定を含むスタック
構成の変更をもたらす可能性があります。 詳細につい
ては、スイッチの OS バージョンの「HPE ArubaOS ス
イッチアドバンスドトラフィック管理ガイド」の「ス
タック管理」の章を参照してください。

この問題を解決するために必要な場合は、Hewlett 
Packard Enterprise の認定ネットワークリセラーにお問
い合わせください。

5 チェーントポロジでスタックリンク障害が発生し、複
数のスタックフラグメントが作成されました。

各断片はコマンダーを選ぶので、Cmd LED がオンの
複数のスイッチがあります。

スタックリンク障害の原因を修復し、元のトポロジで
スイッチを再接続して、スイッチが元のスタックを再
構築できるようにします。

6 チェーントポロジでスタックリンク障害が発生し、複
数のスタックフラグメントが作成されました。

断片の 1 つは、スタック操作の規則に従って非アク
ティブにされています。 非アクティブフラグメントの
スイッチ上のすべてのネットワークポートは無効にな
ります。 その結果、ユーザモード以外のすべてのポー
ト LED がそれらのスイッチに対してオフになります。

スイッチが元のスタックを改造できるように、スタッ
クリンク障害の原因を修復します。

7 スタック ID が異なる 2 つのスタックをマージしよう
としました。以前は同じスタックの一部ではありませ
んでした。 これは、スタック操作ルールでは許可され
ていません。

1. スタックの 1 つを保持するものとして選択しま

す。

2. 他のスタックのスイッチでは、次の構成レベル
の CLI コマンドを各スイッチに発行して、ス
タッキングコンフィギュレーションを消去しま
す。Aruba Switch?config??stacking 
factory-reset。
これにより、スタッキング構成を含む各スイッ
チの完全なスタートアップ構成が消去されます。

3. スイッチの OS バージョンの「HPE ArubaOS ス
イッチアドバンスドトラフィック管理ガイド」の
「スタック管理」の章の説明に従って、スイッチ
をスタックに追加します。

8 11 番目のスイッチをスタックに追加しようとしまし

た。 最大 10 台のスイッチをスタックすることができま

す。

スタックから 11 番目のスイッチを切断します。

表 22：スタックエラーの診断のヒント

ヒント 問題 解決方法
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プロアクティブネットワーキング

2930M スイッチには、ネットワークの管理に積極的に役立つ管理機能が組み込まれています。

• 最も一般的なネットワークエラー条件（ネットワークケーブルの障害、および非標準ネットワークトポロジなど）を修正し、

• 問題を明確でわかりやすいメッセージで通知します

• ネットワーク構成の変更を推奨し、ネットワークのパフォーマンスを向上させます

次のインターフェイスは、スイッチとそのネットワーク接続を監視し、これらの予防的なネットワーキング機能を利用するの
に役立つテスト、インジケータ、およびイベントログを提供します。

• スイッチに付属する SNMP ベースのネットワーク管理ツールである IMC。

• サポートされている Web ブラウザを実行している PC（Microsoft Internet Explorer や Firefox など）からスイッチを管理する
ために使用できるグラフィカルな Web ブラウザインターフェイスです。

• Aruba X2C2 RJ45-DB9 コンソールケーブル（JL448A）（別売）を使用して、端末エミュレータを実行している標準端末また
は PC をスイッチのコンソールポートに接続することにより、アクセスが可能な、使いやすいコンソールインターフェイス

です。 コンソールコマンドラインインターフェイスは、Telnet または SSH 接続を介してアクセスすることもできます。

これらのソフトウェアツールを使用してスイッチを診断および管理する方法の詳細については、スイッチの管理および設定ガ
イド（http://www.hpe.com/networking/support）の「トラブルシューティング」の章を参照してください。

表 23：アップリンクポートの LED エラーインジケータ

グローバルス

テータス LED モード / ステータス アップリンクポートステータス

Usr SPD PoE
モジュール

ステータス

ポート

ステータス

診断のヒントを

参照

ゆっくりと橙色
に点滅

Off Off Off ゆっくりと橙色
に点滅

ゆっくりと橙色
に点滅

1

緑色に点灯 Off Off Off 緑色に点灯 ゆっくりと橙色
に点滅

2

ゆっくりと橙色
に点滅

Off Off Off ゆっくりと橙色
に点滅

ゆっくりと橙色
に点滅

3

ゆっくりと橙色
に点滅

Off Off Off ゆっくりと橙色
に点滅

ゆっくりと橙色
に点滅

4

表 24：アップリンクポートエラーの診断のヒント

ヒント 問題 解決方法

1 新しく挿入されたアップリンクポートモジュールは、以
前のアップリンクポートモジュールタイプと一致しませ
ん。

flexible-module <A> remove を実行します。

2 サポートされていないトランシーバを挿入します。 トランシーバをスイッチの周辺装置のサポートリストと
照合して確認します。

3 サポートされていないアップリンクポートモジュールを
挿入しています。

アップリンクポートモジュールが純正であることを確認
してください。

4 アップリンクポートモジュールが起動できません。 通常、
これはセルフテストエラーです。

アップリンクポートモジュールの交換を参照してくださ
い。
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ハードウェア診断テスト

スイッチをリセットしてテストします

スイッチが正しく動作していないと思われる場合は、スイッチをリセットして、回路と操作コードをテストできます。 スイッ

チをリセットするには、次のいずれかを試してください。

• 電源コードのプラグを抜いてプラグを差し込みます（電源を切る）

• スイッチ前面のリセットボタンを押します

• 管理コンソールの boot system コマンドを使用してスイッチを再起動します。

スイッチの電源を入れ直してリセットボタンを押すと、電源オンセルフテストが実行され、ほとんどの場合、一時的な動作上
の問題が解決されます。 これらのリセットプロセスによって、ネットワークトラフィックカウンタもゼロにリセットされ、シ

ステムアップタイムタイマがゼロにリセットされます。

スイッチの LED の確認

LED パターンと LED 動作の解釈については、LED による診断を参照してください。

コンソールメッセージの確認

スイッチをリセットすると、便利な診断メッセージがコンソール画面に表示されることがあります。 VT-100 端末エミュレー

タプログラムまたは標準の VT-100 端末を搭載した PC をスイッチのコンソールポートに接続し、9600 ボーで実行するように

構成し、他の端末の通信設定を [ 管理コンソールの構成 ] に示します。

スイッチをリセットしたら、表示されているメッセージをメモします。 さらに、スイッチのイベントログを確認することもで

きます。このログには、show log コマンドを使用してコンソールからアクセスするか、コンソールのメインメニューからアク

セスできます。

ツイストペアケーブルのテスト

リンクを提供できないか、スイッチと接続されたネットワークデバイス間の信頼性の低いリンクを提供できないネットワーク
ケーブルは、IEEE 802.3 タイプの 10BASE-T、100BASE-TX、または 1000BASE-T 規格と互換性がない場合があります。 スイッ

チに接続されたツイストペアケーブルは、適切な規格と互換性がなければなりません。 ケーブルがこれらの規格と互換性があ

ることを確認するには、有資格のケーブルテスト装置を使用してください。

スイッチ間のネットワーク通信のテスト

次の通信テストを実行して、スイッチと通信テストに正しく応答できる接続されたデバイスとの間でネットワークが正しく動
作していることを確認できます。

• リンクテスト -  IEEE 802.2 テストパケットを MAC アドレスで識別されるデバイスに送信する物理レイヤテスト

• Ping テスト  -  IP ネットワーク上で使用されるネットワークレイヤテストで、IP アドレスで識別される任意のデバイスにテ

ストパケットを送信します。

これらのテストは、スイッチに接続された端末からのスイッチコンソールインターフェイスまたは Telnet 接続を介して、また

はスイッチの Web ブラウザインターフェイスから実行できます。 詳細については、使用スイッチの「管理および構成ガイド」

（http://www.hpe.com/networking/support）を参照してください。

これらのテストは、スイッチ（たとえば、IMC）を管理できるプログラムを実行している SNMP ネットワーク管理ステーショ

ンから実行することもできます。

エンドツーエンドのネットワーク通信のテスト

エンドツーエンドの通信テストを実行することにより、スイッチとケーブルの両方をテストできます。 これは、あるネット

ワークデバイスからスイッチを介して別のネットワークデバイスに既知のデータを送信するテストです。 たとえば、リンクレ

ベルのテストまたはスイッチを介した Pingテストを実行できる LAN アダプタを持つ 2台の PCがネットワーク上にある場合、

このテストを使用して、2 台の PC 間の通信パス全体が機能していることを正しく確認できます。 リンクテストまたは Ping テ

ストの実行の詳細については、LAN アダプタのマニュアルを参照してください。
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工場出荷時のデフォルト構成の復元

スイッチのトラブルシューティングプロセスの一環として、スイッチの構成を出荷時のデフォルト設定に戻す必要が生じる場
合があります。 このプロセスは、スイッチ操作を一時的に中断、パスワードを消去、コンソールイベントログをクリア、ネッ

トワークカウンタをゼロにリセット、完全なセルテストを実行してから、スイッチが出荷時のデフォルト設定に再起動されま
す（IP アドレスが設定されている場合は削除されます）。

工場出荷時のデフォルト設定は、スイッチコンソールまたはスイッチ自体で復元できます。

コンソールを使用して工場出荷時のデフォルト設定に戻すには、コンソールコマンドプロンプトから erase startup-
configコマンドを実行します。 スタック型スイッチの場合は、stacking factory-resetコマンドを実行して、スタッキ

ング構成を工場出荷時のデフォルトにリセットします。

スイッチの工場出荷時のデフォルトリセットを実行するには、次の手順を実行します。

手順

1. 指示されたオブジェクトを使用して、スイッチ前面のリセットボタンとクリアボタンを同時に押します。

2. リセットボタンを離してクリアボタンを押し続けます。

3. グローバルステータス LED が橙色で速く点滅（約 5 秒後）したら、クリアボタンを離します。

4. スイッチは起動プロセスを完了し、構成を工場出荷時のデフォルト設定に復元して動作を開始します。

新しいスイッチソフトウェアのダウンロード

ソフトウェアのアップデートは、いくつかの方法でスイッチにダウンロードできます。 詳細については、更新プログラムへの

アクセスを参照してください。

このプロセスにより、出荷時のデフォルト設定から行われたすべてのスイッチ構成の変更が削除されま
す。 これには、VLAN の構成、スパニングツリー、トランク、スタッキングなどが含まれます。 これらの

機能の構成を出荷時のデフォルト設定（通常は無効にする）に戻すと、ネットワーク接続の問題が発生す
る可能性があります。

スイッチに有効な構成があり、構成上の問題以外の理由で工場出荷時のデフォルト設定に戻している場合
は、出荷時のデフォルト設定をリセットする前にスイッチの構成を保存する必要があります。 元の問題を

リセットし解決した後、保存された構成をスイッチに復元できます。 構成の保存と復元の詳細については、

使用スイッチの「管理および構成ガイド」（http://www.hpe.com/networking/support）を参照してください。
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スイッチ仕様

物理的

電気

製品 重量 幅 深さ 高さ

Aruba 2930M 24G 1- スロットスイッチ
（JL319A）

6.5 kg (14.28lb ) 442.5 mm (17.4 in) 430 mm (17.0 in)

467 mm (18.4 in) 1

43 mm (1.7in)

Aruba 2930M 24G PoE + 1- スロットスイッ
チ（JL320A）t6.7 kg (14.7 lb)tAruba 2930M 
48G、1- スロットスイッチ付（JL321A）
t6.7 kg（14.84 lb）

Aruba 2930M 48G PoE+ 1- スロットスイッチ
（JL322A）t7.0 kg (15.4 lb)

Aruba 2930M 40G 8SR PoE+ 1- スロットス
イッチ（JL323A）t4.45 kg (9.81 lbs)

Aruba 2930M 24SR PoE+ 1- スロットスイッ
チ（JL324A）t4.50 kg (9.92 lbs)

1  電源シャーシが含まれており、スイッチシャーシの背面から延びています。

電気 Aruba 2930M PoE+ スイッチ（JL320A、JL322A） Aruba 2930M 非 PoE+ スイッチ（JL319A、JL321A）

交流電圧：

最大電流：

周波数範囲：

L086A 電源装置ごと：100V ～ 240V
8A-3.5A
50-60Hz

スイッチは自動的に 100 ～ 240 VAC と 50 または 60 
Hz の間の電圧に調整されます。

JJL085A 電源装置ごと：100 ～ 240 VAC
3A -1.2A
50-60 Hz

JL087A 電源装置ごと：110V-240V

12A-5A

50-60Hz

第 6 章
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環境

アップリンクポートモジュール

動作温度： 0 ℃～ 45 ℃（32 ℃～ 1131 ℃）、5000 フィートまで 0°C ～ 50°C（32°F ～ 122°F）～
10000 フィート（5000 フィートを超えると 1000 フィートごとに 1°C を減少させます）

以下のトランシーバのいずれかがスイッチに取り付けられている場合、
Aruba 2930M スイッチの最大動作温度は 50°C（122°F）です。

•J9150A HP X132 10G SFP+ LC SR トランシーバ

•J9151A HP X132 10G SFP+ LC LR トランシーバ

•J9152A HP X132 10G SFP+ LC LRM トランシーバ

•J9153A HP X132 10G SFP+ LC ER トランシーバ

•JH231A HP X142 40G QSFP+ MPO SR4 トランシーバ

•JH232A HP X142 40G QSFP+ LC LR4 SM トランシーバ

•JH233A HP X142 40G QSFP+ MPO CSR4 トランシーバ

JL324A は最大動作温度の制限を軽減しています：最大 3200°F（0°C ～
45°C）、32°F ～ 122°F（0°C ～ 45°C）。

5000 フィートから 10000 フィートにかかけて、1000 フィート毎に -1°C 下
がります。

相対湿度： 40°C（104°F）で 15％～ 95％非凝縮

非動作温度： -40°C ～ 70°C（-40°F ～ 158°F）まで 15,000 フィート

非作動相対湿度： 65°C（149°F）で 15％～ 90％

最高動作高度： 3.0 キロ（10,000 フィート）

非稼働高度： 4.6 km（15,000 フィート）
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音響

安全性

下記に従う：

• EN 60950-1:2006 +A11:2009 +A1:2010 +A12:2011+A2:2013

• EN62368-1, Ed. 2

• IEC60950-1:2005 Ed.2; Am 1:2009+A2:2013

• IEC62368-1, Ed. 2

• IEC60825：2007（レーザ付き製品に適用）

• UL60950-1, CSA 22.2 No 60950-1

• EN60850-1:2007 / IEC 60825-1: 2007 Class1

• Class 1 Laser Products / Laser Klasse 1

製品 音響

Aruba 2930M 24G 1- スロットスイッチ
（JL319A）

サウンドパワー（LWAd）4.0 Bel

音圧（LpAm）（バイスタンダー）22.8 dB

Aruba 2930M 24G PoE + 1- スロットスイッチ
（JL320A）

サウンドパワー（LWAd）4.1 Bel

音圧（LpAm）（バイスタンダー）23.7 dB

Aruba 2930M 48G、1- スロットスイッチ付
（JL321A）

サウンドパワー（LWAd）4.6 Bel

音圧（LpAm）（バイスタンダー）28.8 dB

Aruba 2930M 48G PoE+ 1- スロットスイッチ
（JL322A）

サウンドパワー（LWAd）4.6 Bel

音圧（LpAm）（バイスタンダー）28.9 dB

Aruba 2930M 40G 8SR PoE+ 1- スロットスイッチ
（JL323A）

サウンドパワー（LWAd）4.4 Bel

音圧（LpAm）（バイスタンダー）26.0 dB

Aruba 2930M 24SR PoE+ 1 スロットスイッチ
（JL3234A）

サウンドパワー（LWAd）4.8 Bel

音圧（LpAm）（バイスタンダー）31.2 dB
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接続基準

表 25：技術基準と安全コンプライアンス

レーザー安全情報

技術

これらの IEEE 標準と

互換性があります。 EN / IEC 標準準拠

SFP（ミニ GBIC）レー

ザー SFP+ レーザー

10-T100-TX1000-
T10GBASE-T

IEEE 802.3 10BASE-T
IEEE 802.3u
100BASE-TX
IEEE 802.3ab
1000BASE-T
IEEE 802.3an
10GBASE-T

2.5G および 5G ツイス
トペアコッパー

HPE スマートレート
IEEE 802.3bz

100-FX IEEE 802.3u
100BASE-FX

EN/IEC 60825 クラス 1 レーザー製品

Laser Klasse 1

100-BX I EEE 802.3ah
100BASE-BX10

EN/IEC 60825 クラス 1 レーザー製品

Laser Klasse 1

1000-SX IEEE 802.3z
1000BASE-SX

EN/IEC 60825 クラス 1 レーザー製品

Laser Klasse 1

1000-LX IEEE 802.3z
1000BASE-LX

EN/IEC 60825 クラス 1 レーザー製品

Laser Klasse 1

1000-LH （IEEE 標準ではない） EN/IEC 60825 クラス 1 レーザー製品

Laser Klasse 1

1000-BX IEEE 802.3ah
1000BASE-BX10

EN/IEC 60825 クラス 1 レーザー製品

Laser Klasse 1

10-Gig 
ダイレクトアタッチ

（IEEE 標準ではない）

10-Gig SR IEEE 802.3ae
10GBASE-SR

EN/IEC 60825 クラス 1 レーザー製品

Laser Klasse 1

10-Gig LRM IEEE 802.3aq
10GBASE-LRM

EN/IEC 60825 クラス 1 レーザー製品

Laser Klasse 1

10-Gig LR IEEE 802.3ae
10GBASE-LR

EN/IEC 60825 クラス 1 レーザー製品

Laser Klasse 1

10-Gig ER IEEE 802.3ae
10GBASE-ER

EN/IEC 60825 クラス 1 レーザー製品

Laser Klasse 1
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スタッキングモジュールの仕様

物理的

環境

40-Gig 
ダイレクトアタッチ

（IEEE 標準ではない）

40-Gig SR4 IEEE 802.3ba
40GBASE-SR4

EN/IEC 60825 クラス 1 レーザー製品

Laser Klasse 1

40-Gig eSR4 IEEE 802.3ba
40GBASE-SR4

EN/IC 60825 クラス 1 レーザー製品

Laser Klasse 1

40-Gig LR4 IEEE 802.3ae
40GBASE-LR4

EN/IC 60825 クラス 1 レーザー製品

Laser Klasse 1

製品 重量 幅 深さ 高さ

JL325A 0.26 kg 148.59 mm 92.71 mm 40.39 mm

スタッキングモジュール

動作温度： 0 ℃～ 55 ℃（32°F ～ 131°F）

相対湿度： 40°C（104°F）で 15％～ 95％

非凝縮

非動作温度： -40 ℃～ 70 ℃（-40 ℃～ 158 ℃）

非作動相対湿度： 65°C（149°F）で 15％～ 90％

最高動作高度： 3.0 キロ（10,000 フィート）

非稼働高度： 4.6 km（15,000 フィート）

表 25：技術基準と安全コンプライアンス

レーザー安全情報

技術

これらの IEEE 標準と

互換性があります。 EN / IEC 標準準拠

SFP（ミニ GBIC）レー

ザー SFP+ レーザー
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アップリンクポートの仕様

物理的

環境

製品 重量 幅 深さ 高さ

JL078A 0.15 kg (0.34 lb) 74.2 mm (2.92 in) 129.3 mm (5.09 in) 27.7 mm (1.09 in)

JL081A 0.17 kg (0.38 lb) 74.2 mm (2.92 in) 129.3 mm (5.09 in) 27.7 mm (1.09 in)

JL083A 0.17 kg (0.38 lb) 74.2 mm (2.92 in) 130.8 mm (5.15 in) 27.7 mm (1.09 in)

アップリンクポートモジュール

動作温度： 0 ℃～ 55 ℃（32°F ～ 131°F）

相対湿度： 40°C（104°F）で 15％～ 95％

非凝縮

非動作温度： -40 ℃～ 70 ℃（-40 ℃～ 158 ℃）

非作動相対湿度： 65°C（149°F）で 15％～ 90％

最高動作高度： 3.0 キロ（10,000 フィート）

非稼働高度： 4.6 km（15,000 フィート）



第 4 章

第 7 章　ケーブルおよび技術情報 74

ここでは、Hewlett Packard Enterprise スイッチで使用するケーブルのスイッチコネクタ情報とネットワークケーブル情報につ

いて説明します。

ケーブル仕様

LAN 通信の問題の一般的な原因は、配線が正しくないことです。 Hewlett Packard Enterprise は、有線 LAN
のインストーラを使用して、ケーブル配線の要件を支援することをお勧めします。

表 26：ケーブル仕様

ツイストペアコッパー 10 Mbps 動作 IEEE 802.3 10BASE-T 仕様に準拠したカ
テゴリ 3,4 または 5 の 100Ω非シールド
ツイストペア（UTP）またはシールド
ツイストペア（STP）ケーブル。

100 Mbps 動作 IEEE 802.3u 100BASE-TX 仕様に準拠し
たカテゴリ 5、100ΩUTP または STP
ケーブル。

1000 Mbps 動作 カテゴリ 5、IEEE 802.3ab 1000BASE-T
仕様に準拠した 100Ω4 ペア UTP また
は STP ケーブル

- カテゴリ 5e 以上が推奨されます。

2.5 Gbps 動作 カテゴリ 5e、IEEE 802.ab 1000BASE-T
仕様に準拠した 100Ω-4 ペア UTP また
は STP ケーブル。

5 Gbps 動作 カテゴリ 5e 以上、100Ω-4 ペア UTP ま
たは STP ケーブル。 カテゴリ 6 以上が
推奨されます。

10 Gbps 動作 IEEE 802.3an 10GBASE-T 仕様に準拠す
るカテゴリ 6 または 6A、100Ω4 ペア
UTP ケーブル、またはカテゴリ 6A ま
たは 7,100Ω4 ペア STP ケーブル。

二軸コッパー 直接接続ケーブル SFFP 8431 SFP + 仕様に準拠した、両端
に永続的に取り付けられた SFP+ コネ
クタ付きのケーブルで構成されたワン
ピースデバイス。

第 7 章
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1000BASE-T ケーブル要件に関する注意

100BASE-TX 接続で動作するカテゴリ 5 ネットワーキングケーブルは、すべての 4 ペアが接続されている限り、1000BASE-T
でも動作するはずです。 ただし、TIA-568-A 規格（ANSI / TIA / EIA-568-A-5）の付録 5 に記載されているように、最も強固な

接続の場合は、カテゴリ 5e 仕様に適合するケーブルを使用する必要があります。

1000BASE-T（Gigabit-T）のスピード向上により、10BASE-T または 100BASE-TX よりもネットワークケーブルの品質が重要

になります。 1000BASE-T ネットワークを伝送するために使用されるケーブルを接続するプラントは、IEEE 802.3ab 規格に準

拠している必要があります。 特に、ケーブル配線は、減衰、近端漏話（NEXT）、遠端漏話（FEXT）のテストに合格する必要

があります。 さらに、100BASE-TX 用のケーブルとは異なり、1000BASE-T ケーブルは等間隔遠端漏話（ELFEXT）および反

射損失のテストに合格する必要があります。

ケーブル接続をテストするときは、スイッチと他のエンドデバイスを接続しているパッチケーブルを、サイトのパッチパネル
に含めてください。 パッチケーブルは、ケーブルのテスト時に見落とされることが多く、ケーブル規格にも準拠する必要があ

ります。

HPE スマートレート 2.5 Gb/s ケーブル要件に関する注意

2.5Gb/s のスマートレートは、1000BASE-T の動作をサポートするように設計されたケーブルインストールで動作します。 ケー

ブルの取り付けは、IEEE 802.3-2012 に記述されている 1000BASE-T リンクセグメント特性、さらに ANSI / TIA / EIA 568-C.2
および ISO / IEC 11801 規格に記載されているカテゴリ 5e またはクラス D 制限を満たさなければなりません。

HPE スマートレート 5Gb/s ケーブル要件に関する注意

5Gb/s のスマートレートは、カテゴリ 5e およびカテゴリ 6 のケーブル設置の大多数で動作します。 カテゴリ 5e またはクラス

D のインストールは、ANSI/TIA/EIA 568-C.2 または ISO/IEC 11801 伝送パラメータ制限を満たさなければなりません

200MHz まで拡張されています。 カテゴリ 6 またはクラス E の設置は、ANSI/TIA/EIA 568-C.2 または ISO/IEC 11801 に記述さ

れているように、それぞれの送信パラメータの制限値を満たさなければなりません。

また、伝送性能に対して、5Gb/s のスマートレートは、近接した他のケーブルや環境からの背景雑音による異種ノイズにも敏

感です。 したがって、エイリアン近端漏話（ANEXT）およびエイリアンレベル遠端漏話（AELFEXT）のケーブル配線をさら

にテストする必要があります。 ケーブルの取り付けによっては、エイリアンのクロストークの大きさにより、サポートされる

最大ケーブル長がさらに制限されることがあります。

ケーブルドレッシングは、TIA TSB-155-A および ISO/IEC TR-24750 の推奨事項に従って、注意深く行うことをお勧めします。

10GBASE-T ケーブル要件に関する注意

1000BASE-T 接続で動作するカテゴリ 6 ネットワーキングケーブルは、距離が 55m 未満であれば 10GBASE-T でも動作し、ケー

ブルの設置は IEEE 要件に準拠しているかどうかテストされています。

ただし、最も堅牢な接続の場合は、TIA-568-C（ANSI/TIA-568-C.2）および ISO / IEC 11801 規格に記載されているように、カ

テゴリ 6A またはカテゴリ 7 の仕様に準拠したケーブルを使用する必要があります。 10GBASE-T は、高品質のケーブル設置に

依存する洗練された技術です。 エイリアン近端に敏感です

マルチモードファイバ それぞれ ITU-T G.651 および ISO / IEC 
793-2 タイプ A1b または A1a 規格に準
拠した、62.5/125um または 50/125um
（コア / クラッディング）直径、低金属
含量、グレーデッドインデックス光
ファイバケーブル。

シングルモードファイバ ITU-T G.652 および ISO / IEC 793-2 タイ
プ B1 規格に準拠した、9 / 125um（コ
ア / クラッディング）直径の低金属含
有光ファイバケーブルです。

1 ギガビット LX および 10 ギガビット LRM のインストールには、モード調整パッチコードが必要な場合があります。

表 26：ケーブル仕様 ( 続き )
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クロスケーブル（ANEXT）は、データケーブルの近くにケーブルを配置してケーブルに到達することができます。 ケーブル

ドレッシングは、TIA TSB-155A の推奨事項に従って慎重に行うことをお勧めします。

1000BASE-T と同様に、10GBASE-T は、上記のクロストークおよびリターンロスのすべてのパラメータ、および ANEXT のテ

ストを必要とします。

ANEXTに加えて、10GBASE-Tは環境内の外部電気ノイズに対してより敏感です。 無線送信機や高周波連続波無線周波数源は、

LAN ケーブルから離しておくことを推奨します。

ケーブル接続をテストするときは、スイッチと他のエンドデバイスを接続しているパッチケーブルを、サイトのパッチパネル
に含めてください。 パッチケーブルは、ケーブルのテスト時に見落とされることが多く、ケーブル規格にも準拠する必要があ

ります。 10GBASE-T の場合、カテゴリ 6 パッチケーブルは、リンクが確立されると動きに敏感で、移動するとリンクがドロッ

プする可能性があります。 したがって、Hewlett Packard Enterprise はカテゴリ 6A のパッチケーブルを使用すること、または

ケーブル管理オプションを使用してカテゴリ 6 のパッチケーブルを動かすことができないようにすることを推奨します。

EN55024 に準拠した伝導および放射イミュニティの場合、Aruba 2930M スイッチはシールドケーブル（CAT6 / 6A）の性能基

準 A に制限されています。

技術距離の仕様

JL323A 2930M スイッチの HPE スマートレート速度は、1,2,5,5,10GbE です。

表 27：技術距離の仕様

技術

サポートされている

ケーブルタイプ マルチモードファイバモード帯域幅 サポートされている距離

100-FX マルチモード
ファイバ

いずれか 最大 2,000 メートル

1000-T ツイストペア
コッパー

N/A 最大 100 メートル

2.5Gb/s HPE ス
マートレート

ツイストペア
コッパー

N/A 最大 100 メートル

5Gb/s HPE ス
マートレート

ツイストペア
コッパー

N/A Cat 5e  -  最大 100m まで 1 

Cat 6  -  最大 100m まで 2 

Cat 6A  -  最大 100m まで

10GBASE-T ツイストペア
コッパー

N/A Cat 6 シールドなし - 最大 55 メートル 3

Cat 6 シールド - 最大 100m まで 3

Cat 6A シールドなし - 最大 100 メートル
まで

Cat 6A シールド -  最大 100m まで

Cat 7 シールド -  最大 100m まで

1000-SX マルチモード
ファイバ

160 MHz*km
200 MHz*km
400 MHz*km
500 MHz*km

2 ～ 220 メートル

2 ～ 275 メートル

2 ～ 500 メートル

2  -  550 メートル

1000-LX マルチモード
ファイバ  
シングルモード
ファイバ

400 MHz*km
500 MHz*km 
N/A

2  -  550 メートル

2  -  550 メートル

2 ～ 10,000 メートル
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1000-L シングルモード
ファイバ

N/A 10 ～ 70,000 メートル 4

1000-BX シングルモード
ファイバ

N/A 0.5 ～ 10,000 メートル

10-Gig ダイレク
トアタッチ

二軸コッパー N/A （様々な長さが提供される）

10-Gig SR マルチモード
ファイバ

160 MHz*km
200 MHz*km
400 MHz*km
500 MHz*km
2000 MHz*km

2  -  26 メートル

2  -  33 メートル

2 ～ 66 メートル

2  -  82 メートル

2 ～ 300 メートル

10-Gig LRM マルチモード
ファイバ

400 MHz*km
500 MHz*km

0.5 ～ 100 メートル

0.5 ～ 220 メートル

10-Gig LR シングルモード
ファイバ

N/A 2 ～ 10,000 メートル

10-Gig ER シングルモード
ファイバ

N/A 2 ～ 40,000 メートル

40 ギガ SR4 シングルモード
ファイバ

2000 MHz*km
4700 MHz*km

2 ～ 100 メートル

2 ～ 150 メートル

40 ギガ ESR4 マルチモード
ファイバ

2000 MHz*km
4700 MHz*km

2 ～ 300 メートル

2 ～ 400 メートル

40 ギガ LR4 シングルモード
ファイバ

N/A 2 ～ 10,000 メートル

1  Cat 5e ケーブル配線では、200MHz の動作、さらに ANEXT と AELFEXT のテストが必要です。 サポートされる最大距離
は、エイリアンクロストークレベルに応じて減少する場合があります。 テストされていないケーブル設置のサポートはベス
トエフォートです。

2  Cat 6 ケーブル配線では、ANEXT と AELFEXT のテストが必要です。 サポートされる最大距離は、エイリアンクロストー
クレベルに応じて減少する場合があります。

3  Cat 6 ケーブル配線には、500 MHz 動作と ANEXT の TIA TSB-155A テストが必要です。

4  20km 未満の距離では、10dB の減衰器を使用する必要があります。 20km から 40km の距離では、5dB の減衰器を使用する
必要があります。 減衰器は、ほとんどのケーブルベンダーから購入できます。

表 27：技術距離の仕様

技術

サポートされている

ケーブルタイプ マルチモードファイバモード帯域幅 サポートされている距離
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モード調整パッチコード

次の情報は、マルチモード光ファイバケーブルがギガビット LX ポートまたは 10 ギガビット LRM ポートに接続されている設

置に適用されます。 マルチモードケーブルには、「差動モード遅延」と呼ばれる設計特性があり、ケーブル設計を補償して伝

送エラーを防止するために送信信号を「調整」する必要があります。

特定の状況下では、使用されるケーブルとケーブルの長さに応じて、ギガビット LX または 10 ギガビット LRM 送信デバイス

とマルチモードネットワークケーブルの間に外部モード調整パッチコードを取り付ける必要があります。 これらのポートで

多数の伝送エラー（通常は CRC エラーまたは FCS エラー）が発生する場合は、これらのパッチコードの 1 つを、スイッチの

光ファイバポートとマルチモード光ファイバネットワークケーブルの両端に取り付ける必要があります。

ネットワークリンクのパッチコードは、送信側のグレーデッドインデックスマルチモードファイバケーブルに接続された短い
長さのシングルモードファイバケーブルと、受信側のマルチモードケーブルのみで構成されています。 シングルモードファイ

バのセクションは、マルチモードケーブルの差動モード遅延の影響を最小限に抑えるように接続されています。

パッチコードのインストール

以下の図に示すように、パッチコードを Hewlett Packard Enterprise トランシーバに接続し、シングルモードファイバのセクショ

ンを Tx（送信）ポートに接続します。 次に、パッチコードのもう一方の端をネットワークケーブルパッチパネルに接続する

か、ネットワークマルチモードファイバに直接接続します。

パッチコードをネットワークケーブルに直接接続する場合は、ケーブルを相互に接続できるように、メス - メスアダプタを取

り付ける必要があります。

図 25：Gigabit-LX 用のモード調整パッチコードの接続

ほとんどの場合、ケーブル仕様に記載されている規格に準拠した良質のグレードインデックスマルチモー
ドファイバケーブルを使用している場合、ネットワークにモード調整パッチコードを使用する必要はあり
ません。 これは、ネットワークで実行されているファイバが比較的短い場合に特に当てはまります。

OM3 ケーブル（50μm マルチモード @ 1500 / 500MHz * km）を使用する 10 ギガビット LRM の場合、モー

ド調整パッチコードは不要です。 他のマルチモードケーブルでは、LRM の最大距離を達成するためにモー

ド調整パッチコードが必要な場合があります。

ギガビット-LXポート

モード調整
パッチコード

ネットワークの
マルチモード
ケーブル
接続

パッチコードのマルチモードケーブルは、
ネットワークケーブルの特性と一致する必要が
あります

シングルモードセクションは、ギガビット-LX
トランシーバまたはギガビット-LXミニ-GBIC
のTxポートに接続します
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それぞれの端に適切なコネクタが付いているパッチコードを購入し、ネットワーク内のマルチモードファイバの特性と一致す
るマルチモードファイバがあることを確認してください。 最も重要なのは、マルチモードパッチコードのコア径がマルチモー

ドケーブルインフラストラクチャのコア径（50 または 62.5 ミクロン）と一致していることです。

ツイストペアケーブル / コネクタのピン配置

Auto-MDIX 機能：

10/100/1000-T ポートは、「Auto MDI / MDI-X」機能を含む IEEE 802.3ab 標準をサポートしています。 デフォルト設定である

"Auto" では、スイッチ 2930M のポートはすべて、接続されたデバイスのポートの種類を自動的に検出し、MDI または MDI-X
のいずれかのポートとして動作します。 したがって、どの接続でも、ストレートツイストペアケーブルを使用することができ

ます。 クロスケーブルを使用する必要はなくなりましたが、いずれの接続にもクロスケーブルを使用できます。

2930M スイッチツイストペアポートを、通常は MDI-X ポートを持つ別のスイッチまたはハブに接続すると、2930M ポートは

自動的に MDI ポートとして動作します。 通常、MDI ポートを持つサーバーや PC などのエンドノードに接続すると、2930M ス

イッチポートは MDI-X ポートとして動作します。 どの場合でも、標準のストレートまたはクロスケーブルを使用できます。

ただし、正しく配線されたクロスケーブルを使用すると、スイッチは MDI/MDI-X の動作を自動的に検出し、接続されたデバ

イスに正しくリンクすることができます。

その他の配線ルール：

• 10 Mbps および 100 Mbps の動作に使用されるすべてのツイストペア線は、ケーブルの全長に渡って撚られていなければな
りません。 配線シーケンスは、EIA / TIA 568-B（USOC ではなく）に準拠している必要があります。 各ピンで使用される信

号のリストについては、この付録の「ピン割り当て」を参照してください。

• 1000BASE-T 接続の場合、ケーブル内の 4 対のワイヤすべてがデータ伝送に使用可能でなければなりません。

• ポートへの 10 Mbps 接続では、IEEE 802.3 タイプ 10Base-T 規格でサポートされているカテゴリ 3,4,5 のシールドされていな

いツイストペアケーブルを使用できます。

• ポートへの 100 Mbps 接続の場合は、IEEE 802.3u タイプ 100BASE-TX 規格でサポートされているように、100Ωカテゴリ 5
UTP または STP ケーブルのみを使用してください。

• 1000 Mbps 接続の場合は、100Ωカテゴリ 5e 以上のケーブル接続を推奨します。

10 Mbpsまたは100 Mbpsネットワーク接続用ストレートツイストペアケーブル

スイッチ上の 10/100 ポートの自動 MDIX 操作、すべてのネットワーク接続、PC、サーバまたは他のエンドノード、またはハ

ブまたはその他のスイッチへのストレートケーブルを使用できます。

これらのポートのいずれかに固定構成（たとえば 100 Mbps / 全二重）が指定されている場合、ポートは MDI-X ポートとして

動作し、PC NIC および他の MDI ポートへの接続にストレートケーブルを使用する必要があります。
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ケーブル線図

ピン割り当て

10 Mbps または 100 Mbps ネットワーク接続用のクロスツイストペアケーブル

スイッチ上の 10/100 ポートの Auto-MDIX 操作によって、すべてのネットワーク接続、PC、サーバまたは他のエンドノード、

またはハブまたは他のスイッチにクロスケーブルを使用することもできます。

コネクタ "A" のピン 1 とピン 2 は、コネクタ "B" のピン 1 とピン 2 にツイストペアとして配線する必要が

あります。 コネクタ "A" のピン 3 とピン 6 は、コネクタ "B" のピン 3 とピン 6 にツイストペアとして配線

する必要があります。 ピン 4,5,7,8 はこのアプリケーションでは使用されませんが、ケーブルに配線されて

いてもかまいません。

スイッチエンド

（MDI-X）

コンピュータ、トラン

シーバ、またはその他

のエンド

信号 ピン ピン 信号

受信 + 1 1 送信 +

受信 - 2 2 送信 -

送信 + 3 3 受信 +

送信 - 6 6 受信 -

コネクタA コネクタB

ストレートケーブル

白色/橙色

橙色/白色

白色/緑色

緑色/白色



第 7 章　ケーブルおよび技術情報 81

これらのポートのいずれかに固定構成（たとえば 100 Mbps / 全二重）が指定されている場合、ポートは MDI-X ポートとして

動作し、クロスケーブルはハブまたはスイッチまたは他の MDI-X ネットワークデバイスに接続する必要があります。

ケーブル配線図

ピン割り当て

1000 Mbps ネットワーク接続用ストレートツイストペアケーブル

1000BASE-T 接続では、すべての 4 対のワイヤを接続する必要があります。

コネクタ "A" のピン 1 とピン 2 は、コネクタ "B" のピン 1 とピン 2 にツイストペアとして配線する必要が

あります。 コネクタ "A" のピン 3 とピン 6 は、コネクタ "B" のピン 3 とピン 6 にツイストペアとして配線

する必要があります。 ピン 4,5,7,8 はこのアプリケーションでは使用されませんが、ケーブルに配線されて

いてもかまいません。

スイッチエンド

（MDI-X）

ハブまたはスイッチポート、ま

たは他の MDI-X ポートエンド

信号 ピン ピン 信号

受信 + 1 6 送信 +

受信 - 2 3 送信 -

送信 + 3 2 受信 +

送信 - 6 1 受信 -

コネクタA コネクタB

ストレートケーブル

白色/橙色

橙色/白色

白色/緑色

緑色/白色
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ケーブル線図

ピン割り当て

1000BASE-T 動作の場合、4 組のワイヤーすべてが送信と受信の両方に使用されます。

コネクタ "A" のピン 1 とピン 2 は、コネクタ "B" のピン 1 とピン 2 にツイストペアとして配線する必要が

あります。 コネクタ "A" のピン 3 とピン 6 は、コネクタ "B" のピン 3 とピン 6 にツイストペアとして配線

する必要があります。 コネクタ "A" のピン 4 と 5 は、コネクタ "B" のピン 4 と 5 にツイストペアとして配

線する必要があります。 コネクタ "A" のピン 7 と 8 は、コネクタ "B" のピン 7 と 8 にツイストペアとして

配線する必要があります。

コネクタA コネクタB

1000BASE-T
ストレートケーブル

白色 / 橙色

橙色 / 白色

白色 / 緑色

緑色 / 白色

茶色 / 白色

白色 / 茶色

白色 / 青色

青色 / 白色
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ネットワーキングの Web サイト

• Hewlett Packard Enterprise ネットワーキング情報ライブラリ www.hpe.com/networking/resourcefinder

• Hewlett Packard Enterprise ネットワーキングソフトウェア www.hpe.com/networking/software

• Hewlett Packard Enterprise ネットワーキングの Web サイト www.hpe.com/info/networking

• Hewlett Packard Enterprise My Networking の Web サイト www.hpe.com/networking/support

• Hewlett Packard Enterprise My Networking のポータル www.hpe.com/networking/mynetworking

• Hewlett Packard Enterprise ネットワーク保証 www.hpe.com/networking/warranty

一般的な Web サイト

• Hewlett Packard Enterprise 情報ライブラリ www.hpe.com/info/EIL

追加の Web サイトについては、サポートおよびその他のリソースを参照してください。

第 8 章
Web サイト
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Hewlett Packard Enterprise サポートへのアクセス

• ライブサポートについては、Contact Hewlett Packard Enterprise Worldwide の Web サイト http://www.hpe.com/assistance を参

照してください。

• ドキュメントとサポートサービスにアクセスするには、Hewlett Packard Enterprise サポートセンターの Web サイト http://
www.hpe.com/support/hpesc にアクセスしてください。

収集する情報

• テクニカルサポート登録番号（該当する場合）

• 製品名、モデルまたはバージョン、シリアル番号

• オペレーティングシステムの名前とバージョン

• ファームウェアバージョン

• エラーメッセージ

• 製品固有のレポートとログ

• アドオン製品またはコンポーネント

• サードパーティの製品またはコンポーネント

アップデートへのアクセス

• いくつかのソフトウェア製品は、製品インターフェースを通じてソフトウェアアップデートにアクセスするためのメカニ
ズムを提供します。 製品のマニュアルを参照して、推奨されるソフトウェアアップデート方法を確認してください。

• 製品のアップデートをダウンロードするには：
Hewlett Packard Enterprise サポートセンター

　www.hpe.com/support/hpesc
Hewlett Packard Enterprise サポートセンター：ソフトウェアのダウンロード
　www.hpe.com/support/downloads
ソフトウェアデポ
　www.hpe.com/support/softwaredepot

• eNewsletters とアラートを購読するには：www.hpe.com/support/e-updates

• エンタイトルメントを表示および更新し、契約書および保証をプロファイルにリンクさせるには、Hewlett Packard Enterprise
サポートセンターにアクセスしてください。サポート資料へのアクセスに関する詳細ページ：www.hpe.com/support/
AccessToSupportMaterials

カスタマーセルフリペア

Hewlett Packard Enterprise のカスタマーセルフリペア（CSR）プログラムを使用すると、製品を修復することができます。 CSR
部品を交換する必要がある場合は、顧客の便宜のために CSR 部品を直接取り付けることができます。 CSR の資格がない部品

もあります。 Hewlett Packard Enterprise 認定のサービスプロバイダは、修理が CSR によって達成できるかどうかを判断します。

CSR の詳細については、お近くのサービスプロバイダに問い合わせるか、CSR Web サイトを参照してください。www.hpe.com/
support/selfrepair

一部のアップデートプログラムにアクセスするには、Hewlett Packard Enterprise サポートセンターからアク

セスする際に製品の使用権が必要な場合があります。 HPE Passport に関連するエンタイトルメントが設定

されている必要があります。

第 9 章
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リモートサポート

リモートサポートは、保証または契約サポートの一環として、サポートされているデバイスで利用できます。 インテリジェン

トなイベント診断と、Hewlett Packard Enterprise へのハードウェアイベント通知の自動的かつ安全な提出を提供します .Hewlett
Packard Enterprise は、製品のサービスレベルに基づいて迅速かつ正確な解決を開始します。

Hewlett Packard Enterprise では、リモートサポートのためにデバイスを登録することを強くお勧めします。 製品に追加のリモー

トサポートの詳細が含まれている場合は、検索を使用してその情報を特定します。

リモートサポートとプロアクティブケア情報

HPE Get Connected

　www.hpe.com/services/getconnected HPE

プロアクティブケアサービス

　www.hpe.com/services/proactivecare

HPE プロアクティブケアサービス：サポート対象製品一覧  
　www.hpe.com/services/proactivecaresupportedproducts

HPE プロアクティブアドバンスドサービス：サポート対象製品リスト

　www.hpe.com/services/proactivecareadvancedsupportedproducts

プロアクティブケア顧客情報プロアクティブケアセンター

　www.hpe.com/services/proactivecarecentral 

プロアクティブケアサービスの有効化

　www.hpe.com/services/proactivecarecentralgetstarted

保証情報

製品の保証を表示したり、サーバ、ストレージ、電源、ネットワーク、およびラック製品の安全性および適合性に関する情報
を参照するには、企業の安全性および適合性に関する Web サイトを参照してください。
www.hpe.com/support/Safety-Compliance -EnterpriseProducts

その他の保証情報

HP ProLiant および x86 サーバおよびオプション

　www.hpe.com/support/ProLiantServers-Warranties

HPE Enterprise サーバ 
　www.hpe.com/support/EnterpriseServers-Warranties

HPE ストレージ製品

　www.hpe.com/support/Storage-Warranties

HPE ネットワーキング製品

　www.hpe.com/support/Networking-Warranties

規制情報

製品の規制情報を表示するには、Hewlett Packard Enterprise サポートセンター（www.hpe.com/support/Safety-Compliance-
EnterpriseProducts）で入手可能なサーバ、ストレージ、電源、ネットワーキング、およびラック製品の安全および適合情報

を参照してください。
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その他の規制情報

Hewlett Packard Enterprise は、REACH（欧州議会および理事会の規制 EC No 1907/2006）などの法的要件を遵守するために、必

要に応じて製品の化学物質に関する情報をお客様に提供することに努めています。 この製品の化学情報レポートは次の場所

にあります。

www.hpe.com/info/reach

Hewlett Packard Enterprise製品の環境および安全に関する情報およびRoHSおよびREACHを含むコンプライアンスデータにつ

いては、www.hpe.com/info/ecodata を参照してください。

Hewlett Packard 社の企業向けプログラム、製品リサイクル、エネルギー効率などの環境情報については、www.hpe.com/info/
environment を参照してください。

ドキュメンテーションのフィードバック

Hewlett Packard Enterprise は、顧客のニーズに合ったドキュメントを提供することに努めています。 ドキュメンテーションの改

善に役立てるため、エラー、提案、またはコメントを DocumentationFeedback（docsfeedback@hpe.com）に送ってください。

フィードバックを提出するときは、ドキュメントの表紙にあるドキュメントのタイトル、製品番号、エディション、および出
版日を記載してください。 オンラインヘルプのコンテンツには、法的通知ページにある製品名、製品バージョン、ヘルプエ

ディション、および出版日を記載してください。
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